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同
研
究
報
告
〉
日
本
に
お
け
る
紀
年
認
識
の
比
較
史
的
考
察
佐
藤
正
幸
日本における紀年認識の比較史的考察
は
じ
め
に
「年
」
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
順
序
数
を
た
だ
並
(
1
)
べ
る
だ
け
の
単
純
な
行
為
で
は
な
く
、
極
め
て
政
治
的
・
歴
史
的
な
人
間
の
知
的
行
為
で
あ
り
、
何
よ
り
も
文
化
的
な
行
為
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
王
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
=
二
世
(在
位
一
五
七
ニ
ー
八
五
)
が
、
改
暦
の
教
書
を
発
し
た
一
五
八
二
年
は
、
中
国
で
は
萬
暦
一
〇
年
壬
午
、
朝
鮮
で
は
中
国
の
年
号
を
共
用
、
日
本
で
は
天
正
一
〇
年
壬
午
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
光
興
五
年
壬
午
と
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
呼
ぼ
れ
て
い
た
。
こ
の
「年
号
と
干
支
」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
紀
年
法
が
東
ア
ジ
ア
で
は
二
〇
〇
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
と
い
う
通
年
紀
年
法
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が
統
制
さ
れ
、
ヘ
ジ
ラ
紀
元
と
い
う
通
年
紀
年
法
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
統
轄
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
文
化
圏
を
考
え
る
場
合
、
宗
教
を
基
に
し
た
紀
年
が
、
こ
れ
ま
で
、
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。
で
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
そ
の
地
域
に
普
遍
的
な
宗
教
で
あ
る
、
仏
教
を
基
に
し
た
通
年
紀
年
法
で
あ
る
仏
教
紀
元
が
、
な
ぜ
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
東
ア
ジ
ア
の
紀
年
法
に
対
す
る
、
筆
者
の
こ
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
紀
元
前
五
世
紀
に
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
は
、
紀
元
前
後
に
は
、
中
国
に
入
っ
て
お
り
、
後
漢
末
か
ら
、
三
国
・
南
北
朝
に
か
け
て
、
中
国
に
根
を
お
ろ
し
、
そ
の
後
、
七
世
紀
に
は
、
朝
鮮
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
。
仏
教
は
、
ち
ょ
う
ど
、
中
東
生
ま
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
根
付
い
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
広
く
行
き
渡
っ
た
宗
教
で
あ
る
。
仏
教
は
あ
る
時
期
に
は
、
国
教
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
で
採
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
「
仏
教
紀
元
」
な
る
も
の
が
現
実
に
存
在
し
、
タ
イ
・
カ
ソ
ボ
ジ
ア
・
ビ
ル
マ
で
は
実
際
に
用
い
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
紀
年
法
が
(2
)
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
紀
年
の
背
後
に
あ
る
、
天
文
学
や
暦
法
が
未
発
達
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
は
、
紀
元
前
か
ら
、
天
文
177
学
や
暦
法
が
最
も
発
達
し
て
い
た
国
の
一
つ
で
(3
)
あ
る
。
と
す
る
と
、
「
東
ア
ジ
ア
で
は
な
ぜ
仏
教
紀
年
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
筆
者
の
当
初
の
疑
問
は
、
「東
ア
ジ
ア
で
は
、
な
ぜ
他
の
文
化
圏
と
は
様
々
な
点
で
異
な
る
、
年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
が
長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
扱
う
問
題
は
、
専
ら
「年
」
の
認
識
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
を
中
心
に
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
、
な
ぜ
年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
が
存
続
し
続
け
て
き
た
か
を
、
ヨ
ー
民
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
紀
年
法
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
歴
史
的
・
理
論
的
に
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
に
お
け
る
年
号
に
関
す
る
議
論
は
、
一
世
一
元
制
に
な
っ
て
以
後
の
近
代
日
本
に
お
け
る
、
年
号
と
天
皇
制
の
,関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
筆
者
が
論
じ
た
い
の
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
紀
年
法
の
変
遷
を
通
し
て
、
人
が
「年
」
を
認
識
す
る
と
は
如
何
な
る
認
知
行
為
な
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
歴
史
認
識
・
歴
史
意
識
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
本
題
に
は
い
る
前
に
、
「紀
年
法
」
「東
ア
ジ
ア
」
「年
号
」
「
干
支
」
「東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
通
年
紀
年
法
」
に
つ
い
て
、
一
応
概
観
し
て
お
き
た
い
。
[紀
年
法
]
紀
年
法
は
、
一
般
に
、
「時
間
を
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
」
と
定
義
さ
れ
、
天
文
学
的
(科
学
的
)
(
4
)
紀
年
法
と
、
歴
史
的
紀
年
法
と
に
分
類
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
後
者
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
主
と
し
て
「年
を
数
え
る
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、
暦
に
つ
い
て
は
必
要
な
場
合
に
し
か
言
及
し
な
い
。
暦
に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
行
わ
れ
て
(
5
)
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
コ
年
を
決
定
す
る
方
法
」
と
、
「決
定
さ
れ
た
一
年
を
ど
の
様
に
取
り
扱
う
の
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
本
(
6
)
来
別
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
り
、
両
者
の
明
確
な
区
別
は
、
紀
年
法
の
政
治
的
・
歴
史
的
役
割
を
考
え
(
7
)
る
上
に
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
扱
う
紀
年
法
は
、
「年
を
数
え
る
シ
ス
テ
ム
、
或
い
は
歴
史
上
の
年
を
数
え
る
シ
ス
テ
ム
」
と
ま
ず
定
義
し
た
い
。
次
に
、
こ
れ
に
、
「年
を
数
え
る
最
初
の
年
で
あ
る
『起
算
年
(起
年
)』
を
伴
っ
た
」
と
付
け
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「年
を
数
え
る
」
た
め
に
は
、
或
る
年
を
「少
な
く
と
も
理
論
的
に
」
特
定
で
き
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
や
国
王
の
即
位
紀
年
は
、
面
倒
で
は
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
年
を
特
定
で
き
る
し
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ド
紀
年
も
、
第
何
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
何
年
と
年
を
特
定
で
き
る
こ
と
を
、
思
い
浮
か
べ
て
欲
し
い
。
こ
の
「起
算
年
」
の
設
定
如
何
が
、
紀
年
法
を
め
ぐ
る
議
論
の
焦
点
と
な
る
。
つ
ま
り
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
使
っ
て
き
た
通
年
紀
年
法
を
、
「あ
る
年
を
起
算
年
と
し
、
そ
の
年
か
ら
の
経
過
年
数
に
よ
っ
て
、
年
を
特
定
で
き
る
」
紀
年
法
と
考
え
る
な
ら
ぽ
、
干
支
は
ま
さ
に
循
環
紀
年
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
干
支
が
、
「
循
環
紀
年
の
ま
ま
存
続
し
て
き
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
、
東
ア
ジ
ア
の
紀
年
法
の
特
色
が
あ
る
。
[東
ア
ジ
ア
]
本
稿
で
扱
う
東
ア
ジ
ア
と
は
、
地
理
的
に
は
現
178
日本における紀年認識の比較史的考察
在
の
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
を
カ
バ
ー
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
世
界
は
、
歴
史
的
に
は
中
国
を
軸
に
し
た
「中
華
世
界
秩
序
」
と
呼
ば
れ
る
世
界
で
あ
り
、
互
い
に
似
た
よ
う
な
力
を
持
つ
国
々
に
よ
っ
て
歴
史
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
対
照
的
に
、
文
化
的
に
も
政
治
的
に
も
圧
倒
的
な
力
を
持
つ
中
国
を
軸
に
歴
史
が
展
開
し
て
き
た
。
歴
史
的
国
際
環
境
の
上
で
は
、
東
ア
ジ
ア
は
、
中
国
を
中
心
と
し
た
「冊
封
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
世
界
で
あ
っ
た
。
中
国
の
歴
代
王
朝
は
、
そ
の
皇
帝
が
、
国
内
の
貴
族
・
功
臣
に
王
・
公
な
ど
の
爵
位
と
釆
邑
を
賜
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
臣
関
係
を
設
定
す
る
「封
建
制
」
を
敷
い
て
き
た
。
中
国
は
こ
の
封
建
制
を
周
辺
諸
国
の
君
主
と
の
関
係
に
拡
大
適
用
し
た
。
つ
ま
り
、
周
辺
諸
国
の
君
主
は
中
国
皇
帝
よ
り
印
綬
と
冊
書
を
賜
与
さ
れ
、
中
国
の
「暦
」
を
奉
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
君
臣
関
係
(8
)
を
結
ん
だ
。
こ
の
関
係
は
、
漢
代
初
期
か
ら
朝
鮮
、
南
越
に
対
し
て
始
ま
り
、
三
世
紀
に
は
日
本
も
参
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
君
臣
関
係
を
受
け
入
れ
た
り
、
こ
れ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
は
歴
史
的
な
展
開
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
こ
の
中
華
秩
序
は
、
文
化
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
一
〇
世
紀
以
前
に
お
い
て
は
、
中
国
文
化
を
周
辺
諸
国
に
伝
播
さ
せ
る
媒
体
と
な
っ
た
。
「漢
字
文
化
圏
」
と
文
化
的
(
9
)
に
規
定
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
ラ
テ
ソ
語
と
同
様
に
、
古
典
中
国
語
が
共
通
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
漢
字
そ
の
も
の
の
存
在
が
、
東
ア
ジ
ア
の
紀
年
法
を
考
え
る
際
の
基
般
皿を
な
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
こ
の
東
ア
ジ
ア
と
い
う
歴
史
的
存
在
そ
の
も
の
が
、
「年
号
と
干
支
の
組
合
せ
に
よ
る
紀
年
法
」
を
こ
の
地
域
に
存
続
せ
し
め
た
歴
史
的
・
政
治
的
・
文
化
的
な
基
盤
を
形
成
し
た
。
[年
号
の
成
立
]
中
国
に
お
け
る
最
古
の
紀
年
法
は
、
世
界
の
古
代
帝
国
の
多
く
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
即
位
紀
(
10
)
年
」
で
あ
っ
た
。
春
秋
時
代
(前
七
七
〇
1
前
四
〇
三
)
の
魯
国
の
記
録
で
あ
る
『春
秋
』
は
、
「隠
公
元
年
」
の
よ
う
に
魯
の
王
の
即
位
紀
年
で
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「年
号
」
と
は
、
起
算
年
か
ら
の
数
字
に
よ
る
単
な
る
経
過
年
数
の
表
示
で
は
な
く
、
年
に
な
ん
ら
か
の
意
味
あ
る
「名
前
」
を
付
け
て
ゆ
く
方
法
で
、
前
一
一
四
に
、
前
漢
の
武
帝
(前
一
四
〇
1
前
八
七
)
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
年
号
に
よ
る
紀
年
法
は
、
突
然
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
駆
形
態
が
あ
る
。
武
帝
の
祖
父
第
五
代
文
帝
(在
位
前
一
八
○
ー
前
一
五
七
)
は
、
即
位
紀
年
を
採
用
し
て
い
た
が
、
即
位
元
年
か
ら
一
六
年
ま
で
続
け
た
後
、
一
七
年
目
を
後
元
年
と
改
称
し
、
後
七
年
の
年
に
死
去
し
た
。
次
の
景
帝
(在
位
前
一
五
七
-
前
一
四
一
)
は
、
在
位
期
間
を
元
年
(前
一
五
七
-
前
一
四
九
)、
中
元
年
(前
一
四
九
1
前
一
四
三
)、
後
元
年
(前
一
四
三
ー
前
一
四
一
)
の
三
つ
の
紀
年
に
分
け
た
。
武
帝
は
、
も
と
も
と
最
初
の
六
年
を
初
元
と
し
、
以
後
六
年
ご
と
に
二
元
、
三
元
、
四
元
、
五
元
と
称
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
『史
記
』
に
よ
る
と
、
役
人
の
建
議
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
179
年
号
(元
)
は
、
天
の
瑞
祥
を
も
っ
て
名
づ
け
る
の
が
よ
ろ
し
く
、
一
、
二
を
も
っ
て
数
え
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
年
号
を
建
元
と
い
い
、
次
は
長
星
が
現
わ
れ
た
の
で
元
光
と
い
い
、
そ
の
次
は
郊
祭
で
一
角
獣
を
得
た
の
で
、
元
狩
と
い
う
の
が
よ
ろ
し
ゅ
(
1
)
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
意
見
を
入
れ
て
、
即
位
二
七
年
(五
元
三
年
、
前
=
四
)
に
、
元
鼎
(三
年
に
あ
た
る
)
と
年
号
を
定
め
、
そ
の
前
の
初
元
か
ら
四
元
ま
で
を
改
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
建
元
・
元
光
・
元
朔
・
元
狩
(
12
)
と
い
う
年
号
を
追
建
(後
か
ら
の
建
元
)
し
た
。
年
号
は
、
そ
の
誕
生
の
経
緯
に
お
い
て
、
「
即
位
紀
年
」
の
「変
態
」
生
物
学
の
用
語
を
借
り
れ
ば
ー
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
年
号
は
、
元
狩
の
よ
う
に
、
一
角
獣
を
得
た
と
い
う
瑞
祥
で
あ
る
重
要
事
件
を
契
…機
に
命
名
さ
れ
た
り
、
洪
武
の
よ
う
に
、
大
い
な
る
武
功
と
い
う
皇
帝
の
権
威
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
り
、
各
々
の
(13
)
時
代
の
様
相
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
「年
号
と
い
う
紀
年
方
法
」
は
、
中
国
文
化
伝
播
の
波
に
乗
っ
て
東
ア
ジ
ア
各
地
に
広
ま
り
、
六
世
紀
半
ぽ
ま
で
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・
朝
鮮
で
使
用
さ
れ
、
遅
く
と
も
七
世
紀
半
ぽ
に
は
、
日
本
で
も
使
用
さ
れ
た
。
周
辺
民
族
の
使
用
し
た
も
っ
と
も
早
い
年
号
は
、
匈
奴
系
民
族
の
出
身
で
あ
る
、
劉
淵
が
立
て
た
、
北
漢
朝
(後
の
前
趙
)
の
年
号
(
14
)
「元
熙
」
(三
〇
四
-
三
〇
七
)
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
東
ア
ジ
ア
で
独
立
国
家
を
樹
立
し
た
者
は
、
自
前
の
年
号
を
建
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
、
「年
号
と
い
う
ア
イ
デ
ア
」
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
中
国
の
「年
号
」
そ
の
も
の
が
、
東
ア
ジ
ア
各
地
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
「年
号
」
と
「年
号
と
い
う
ア
イ
デ
ア
」
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
そ
の
も
の
に
と
っ
て
、
歴
史
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
中
国
で
は
、
武
帝
は
そ
の
五
四
年
の
治
世
中
一
二
回
年
号
を
改
め
た
が
、
以
後
、
こ
の
年
号
を
改
め
る
「改
元
」
の
頻
度
は
、
時
代
と
共
に
減
っ
て
(
15
)
き
た
。
そ
れ
は
、
皇
帝
の
権
力
が
強
化
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
新
た
に
即
位
し
た
皇
帝
は
、
そ
の
統
治
理
念
を
表
明
す
る
た
め
に
新
年
号
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
の
と
、
瑞
祥
災
異
に
よ
る
(
16
)
迷
信
的
改
元
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
明
朝
の
開
祖
で
あ
る
朱
元
璋
(
=
二
六
八
1
=
二
九
八
)
は
、
洪
武
と
い
う
年
号
だ
け
で
、
そ
の
三
一
年
間
の
治
世
を
通
し
た
。
こ
れ
以
降
中
国
は
コ
世
一
元
の
制
」
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
コ
世
一
元
の
制
」
は
、
即
位
紀
元
の
「王
名
」
の
代
わ
り
に
「意
味
あ
る
雅
号
」
を
与
え
た
の
で
は
な
く
、
年
号
と
い
う
紀
年
法
に
お
け
る
、
改
元
の
形
態
が
変
わ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
[即
位
紀
年
↓
年
号
紀
年
↓
一
世
一
元
の
制
]
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
経
て
、
一
世
一
元
の
制
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
、
洪
武
帝
以
降
、
皇
帝
を
そ
の
年
号
に
よ
っ
て
呼
ぶ
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
[干
支
]
干
支
は
、
十
干
と
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
と
、
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
と
を
組
み
合
わ
せ
、
甲
子
を
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は
じ
め
と
し
て
、
乙
丑
・
丙
寅
・
丁
卯
と
組
み
合
わ
せ
て
行
き
、
最
後
の
六
〇
番
目
が
癸
亥
と
な
る
、
六
〇
年
を
周
期
と
す
る
紀
年
法
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
古
代
中
国
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
、
殷
代
(前
一
五
二
〇
頃
-
前
一
〇
三
〇
)
に
は
、
日
を
表
す
こ
と
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
王
莽
(前
九
-
後
二
三
)
の
時
代
以
降
、
年
を
数
え
る
の
(
17
)
に
使
用
さ
れ
、
遅
く
と
も
七
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
、
東
ア
ジ
ア
全
域
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
干
支
は
、
紀
年
法
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
は
広
く
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
六
〇
年
周
期
の
た
め
、
そ
れ
自
身
だ
け
で
は
、
絶
対
年
代
を
特
定
出
来
な
い
紀
年
法
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
干
支
は
、
例
え
ば
、
「天
応
二
年
壬
戌
」
(七
八
二
)
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ぼ
「年
号
」
と
併
記
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
紀
年
を
よ
り
正
確
な
も
の
と
し
た
。
年
号
の
い
く
つ
か
は
、
東
ア
ジ
ア
の
各
国
で
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「永
和
」
は
、
七
回
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
使
わ
れ
た
が
、
干
支
を
併
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
(
18
)
て
、
ど
の
「永
和
」
か
を
特
定
す
る
事
が
出
来
た
。
も
ち
ろ
ん
、
年
号
と
干
支
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
紀
年
と
し
て
使
わ
れ
た
。
ま
た
、
干
支
を
基
に
し
た
三
元
甲
子
と
呼
ば
れ
る
紀
年
法
が
存
在
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
干
支
の
六
〇
年
の
サ
イ
ク
ル
を
一
元
と
し
、
上
元
・
中
元
・
下
元
の
三
つ
が
集
ま
っ
(19
)
て
、
三
元
(
一
八
○
年
)
と
名
付
け
ら
れ
た
。
第
一
回
の
干
支
は
、
黄
帝
の
即
位
六
一
年
目
(前
二
六
一二
七
)
と
さ
れ
た
。
こ
の
紀
年
法
に
よ
る
と
、
一
九
八
四
年
が
第
二
六
回
目
の
三
元
甲
子
の
最
後
(20
)
の
年
、
つ
ま
り
下
元
の
癸
亥
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
紀
年
法
の
存
在
は
、
東
ア
ジ
ア
の
通
年
紀
年
法
を
考
え
る
際
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
[東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
通
年
紀
年
法
]
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
通
年
紀
年
法
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
に
お
け
る
通
年
紀
年
法
に
関
し
て
言
え
ぽ
、
清
朝
末
期
に
、
康
有
為
(
一
八
五
八
-
一
九
二
七
)
が
、
孔
子
の
生
誕
(前
五
五
一
)
を
起
点
と
す
る
(
21
)
孔
子
紀
元
を
唱
え
た
。
彼
は
戊
戌
の
変
法
と
呼
ぽ
れ
る
急
進
的
な
改
革
論
を
主
張
し
、
孔
子
を
、
来
る
べ
き
新
王
朝
の
た
め
に
制
度
を
改
革
し
た
素
王
で
あ
る
と
し
、
孔
子
紀
元
を
提
唱
し
た
が
、
改
革
そ
の
も
の
が
失
敗
し
、
孔
子
紀
元
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
通
年
紀
年
法
は
、
黄
帝
紀
元
で
あ
る
。
一
九
=
年
の
辛
亥
革
命
に
よ
り
清
朝
が
滅
び
、
宣
統
帝
が
退
位
(
一
九
一
二
)
す
る
と
、
年
号
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
年
号
に
か
わ
る
紀
年
法
が
必
要
と
な
り
、
新
し
い
紀
元
と
し
て
黄
帝
が
即
位
し
た
と
さ
れ
る
前
二
六
九
八
を
起
年
と
す
る
通
年
紀
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
従
う
と
、
一
(
2
)
九
一
一
年
は
黄
帝
即
位
後
四
六
〇
九
年
と
な
る
が
、
こ
の
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
中
華
民
国
と
い
う
、
共
和
制
の
国
号
が
宣
布
さ
れ
、
中
華
民
国
元
年
と
い
う
「政
治
紀
元
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
紀
年
は
、
現
在
も
台
湾
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
中
国
大
陸
で
は
、
中
華
民
国
三
八
年
(
一
九
四
九
)
に
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
を
「公
元
」
と
称
し
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
で
「年
」
を
表
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
鮮
に
お
け
る
通
年
紀
年
法
と
し
て
は
、
壇
君
紀
元
が
あ
る
。
韓
国
で
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
一
181
九
六
一
年
ま
で
、
壇
君
紀
年
(前
二
三
三
一二
が
元
年
)
が
使
わ
れ
て
い
た
。
壇
君
は
古
朝
鮮
の
建
国
神
話
に
出
て
く
る
始
祖
神
で
、
=
二
世
紀
以
後
の
外
敵
の
侵
入
に
対
す
る
闘
争
を
機
会
に
広
ま
り
、
一
四
二
九
年
に
世
宗
が
壇
君
を
高
句
麗
始
祖
東
明
王
の
廟
に
合
祀
し
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
信
仰
は
続
い
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
神
武
紀
元
が
あ
る
。
こ
れ
も
近
代
に
な
っ
て
か
ら
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
一
八
七
二
年
(明
治
五
年
)
一
一
月
一
五
日
、
日
本
書
紀
の
記
述
に
基
づ
い
て
前
六
六
〇
を
元
年
と
し
た
通
年
紀
年
法
が
誕
生
し
た
。
日
本
で
は
、
神
武
紀
年
が
制
定
さ
れ
て
も
、
年
号
制
度
も
行
わ
れ
、
神
武
紀
年
が
使
わ
れ
な
く
な
る
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
ま
で
、
両
者
は
併
存
し
た
。
こ
の
東
ア
ジ
ア
で
提
唱
さ
れ
た
四
つ
の
通
年
紀
年
法
は
、
比
較
的
後
年
に
な
っ
て
か
ら
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
点
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
一
致
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、
決
し
て
、
通
年
紀
年
法
と
い
う
考
え
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
紀
年
法
が
、
広
く
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
通
年
紀
年
法
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
と
比
較
し
て
考
え
る
時
、
起
算
年
以
前
を
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
む
し
ろ
ユ
ダ
ヤ
紀
元
と
か
ヘ
ジ
ラ
紀
元
と
共
通
す
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
違
い
が
、
近
代
思
想
に
お
い
て
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
事
項
の
確
認
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
点
が
導
き
出
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
以
下
本
稿
で
は
、
「年
号
と
干
支
の
理
論
的
・
政
治
的
・
歴
史
的
諸
側
面
」
「
歴
史
意
識
と
歴
史
記
述
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
年
号
と
干
支
の
理
論
的
・
政
治
的
・
歴
史
的
諸
側
面
東
ア
ジ
ア
は
、
「年
号
と
干
支
」
と
い
う
紀
年
法
に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
ま
で
支
配
さ
れ
て
き
た
世
界
で
あ
る
。
こ
の
紀
年
法
は
、
ま
さ
に
、
表
意
文
字
と
し
て
の
漢
字
の
存
在
を
前
提
と
し
た
紀
年
法
で
あ
っ
た
。
年
号
と
干
支
と
い
う
、
「意
味
あ
る
」
記
号
を
紀
年
と
し
て
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
な
る
数
字
の
羅
列
で
は
な
い
、
東
ア
ジ
ア
独
得
の
「紀
年
の
哲
学
」
を
展
開
し
た
の
だ
。
「意
味
」
と
い
う
も
の
が
、
年
の
表
記
に
ま
で
及
ん
だ
の
は
、
お
そ
ら
く
、
漢
字
文
化
圏
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
持
つ
世
界
観
の
現
れ
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
「意
味
の
あ
る
名
前
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
以
外
の
世
界
で
は
、
「年
」
と
は
単
な
る
経
過
年
数
で
あ
っ
て
、
紀
年
に
「意
味
あ
る
名
前
」
を
付
け
る
と
い
う
発
想
は
、
生
ま
れ
る
す
べ
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
漢
字
社
会
に
生
き
る
者
に
と
っ
て
は
、
年
号
は
単
な
る
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
と
し
て
日
常
的
に
は
理
解
さ
れ
、
そ
の
意
味
が
毎
日
の
生
活
で
想
起
さ
れ
る
こ
と
は
ー
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
に
は
あ
る
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
西
洋
社
会
に
生
き
る
者
が
、
月
名
や
曜
日
名
の
意
味
を
、
日
常
の
使
用
で
、
そ
の
都
度
思
い
出
し
は
し
な
い
(
23
)
の
と
同
様
で
あ
る
。
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一
九
五
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
研
究
者
の
間
で
巻
き
起
こ
っ
た
、
年
号
を
巡
る
議
論
は
、
こ
の
点
で
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
英
語
で
論
文
を
書
く
時
、
年
号
は
ロ
ー
マ
字
表
記
す
る
だ
け
で
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
意
味
を
英
語
に
な
お
し
て
使
う
べ
き
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
に
生
ま
れ
育
っ
た
者
か
ら
見
る
と
、
年
号
そ
の
も
の
の
意
味
に
関
す
る
議
論
に
際
し
て
は
、
翻
訳
は
必
要
で
あ
る
が
、
特
定
の
年
に
言
及
す
る
だ
け
の
場
合
に
は
、
「意
味
の
翻
訳
」
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
起
こ
る
こ
と
自
体
が
、
外
部
か
ら
東
ア
ジ
ア
と
い
う
漢
字
世
界
を
観
察
す
る
者
に
と
っ
て
、
「漢
字
の
魔
術
」
が
如
何
に
大
き
な
(
24
)
も
の
で
あ
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
一
九
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
が
押
し
寄
せ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
本
格
的
に
持
ち
込
ま
れ
、
二
〇
世
紀
に
は
い
る
と
、
次
々
と
年
号
制
は
や
み
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
キ
リ
ス
ト
紀
元
に
基
づ
く
紀
年
法
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
の
中
で
、
厳
密
な
意
味
で
現
在
で
も
年
号
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
も
昨
今
で
は
年
号
と
キ
リ
ス
ト
紀
元
と
の
併
用
が
行
わ
れ
、
日
常
生
活
で
も
、
西
暦
と
い
う
呼
称
で
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
広
範
に
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
「年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
」
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
そ
の
独
占
的
な
地
位
を
失
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
紀
年
法
の
交
替
が
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
の
方
が
、
年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
よ
り
進
ん
だ
紀
年
法
で
あ
る
、
と
い
う
「印
象
」
を
人
々
に
与
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
「年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
」
に
つ
い
て
、
理
論
的
、
政
治
的
、
そ
し
て
社
会
・
文
化
的
側
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
[理
論
的
側
面
]
「年
号
と
干
支
」
に
よ
る
紀
年
法
が
、
通
年
紀
年
法
と
比
べ
て
、
決
し
て
劣
っ
た
紀
年
法
で
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
に
は
、
中
国
・
日
本
に
大
き
な
政
治
・
社
会
・
文
化
的
影
響
を
与
え
た
「末
法
思
想
」
に
た
い
す
る
、
東
ア
ジ
ア
の
対
応
の
仕
(25
)
方
を
考
察
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
釈
迦
入
滅
後
、
仏
教
は
正
法
・
像
法
・
末
法
の
三
期
間
を
経
て
、
漸
衰
滅
亡
す
る
と
い
う
仏
教
の
歴
史
観
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
観
は
、
六
世
紀
ご
ろ
に
西
北
イ
ソ
ド
で
成
立
し
、
直
ち
に
中
国
・
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
「国
土
も
人
心
も
荒
廃
」
す
る
末
法
が
い
つ
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
い
て
「最
後
の
審
判
」
が
い
つ
な
(26
)
の
か
が
人
々
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
人
々
の
重
大
関
心
事
で
あ
っ
た
。こ
れ
に
は
、
通
年
計
算
が
必
要
で
あ
る
。
釈
迦
が
死
ん
だ
の
は
、
穆
王
の
治
世
五
三
年
目
(前
九
四
九
)
で
あ
る
と
い
う
説
に
基
づ
い
て
こ
の
年
の
(
27
)
計
算
が
行
わ
れ
た
。
中
国
で
は
、
正
法
五
〇
〇
年
、
像
法
一
〇
〇
〇
年
説
に
基
づ
い
て
北
斉
の
文
宣
帝
の
天
保
三
(五
五
二
)
年
と
計
算
さ
れ
、
日
本
で
は
、
正
法
一
〇
〇
〇
年
、
像
法
一
〇
〇
〇
年
説
に
基
づ
い
て
、
永
承
七
(
一
〇
五
二
)
年
と
計
算
さ
れ
た
。
『扶
桑
略
記
』
に
は
、
永
承
七
年
を
も
っ
(
28
)
て
、
初
め
て
末
法
に
入
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
通
年
紀
年
法
は
定
着
せ
ず
、
あ
く
ま
で
例
外
的
に
し
か
使
わ
れ
て
こ
な
183
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
仏
教
の
僧
侶
で
す
ら
、
依
然
と
し
て
、
年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
を
使
用
し
て
い
た
。
『大
蔵
経
』
は
中
国
経
由
で
東
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
た
大
乗
仏
教
の
仏
典
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
大
著
の
中
に
も
仏
滅
紀
元
に
基
づ
い
た
歴
史
記
述
が
み
ら
れ
な
い
の
は
興
味
(
29
)
深
い
事
実
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
数
多
く
の
仏
寺
の
年
代
記
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
さ
え
、
紀
年
は
「年
号
と
干
支
」
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
少
数
の
例
外
が
あ
り
、
久
保
常
晴
は
、
仏
滅
紀
年
を
年
号
と
共
に
併
記
し
て
い
る
年
代
記
と
か
、
金
石
文
の
事
例
を
報
告
し
(
30
)
て
い
る
が
、
そ
れ
は
十
数
例
に
過
ぎ
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
ト
部
(吉
田
)
兼
倶
(
一
四
三
五
-
一
五
一
一
)
の
『新
撰
三
国
運
数
符
合
図
』
(
31
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
干
支
・
中
国
の
年
号
・
仏
滅
紀
年
・
日
本
の
年
号
を
並
列
し
て
書
い
た
、
年
表
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
仏
滅
紀
年
だ
け
が
、
唯
一
、
通
年
紀
年
法
で
あ
る
。
卜
部
は
、
こ
れ
は
自
分
の
独
創
で
あ
る
と
序
文
で
自
負
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
表
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
作
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
写
本
が
数
冊
今
に
残
る
の
み
で
、
こ
れ
ま
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
事
実
が
物
語
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
年
表
の
必
要
性
が
薄
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
様
に
考
え
て
く
る
と
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
「年
号
と
干
支
」
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
不
便
を
生
ず
る
こ
と
な
く
紀
年
を
行
い
得
た
の
だ
と
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
「年
号
と
干
支
」
の
組
合
せ
に
よ
る
紀
年
法
は
、
両
者
の
補
完
に
よ
っ
て
、
現
在
考
え
る
以
上
に
紀
年
法
と
し
て
必
要
な
機
能
を
果
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「年
号
と
干
支
」
に
よ
る
紀
年
法
が
十
分
な
紀
年
能
力
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
通
年
紀
年
法
に
な
り
得
る
潜
在
的
可
能
性
を
備
え
て
い
る
「干
支
」
が
循
環
紀
年
法
の
ま
ま
の
形
で
現
在
ま
で
き
て
い
る
こ
と
も
、
も
う
ひ
と
つ
の
根
拠
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
の
誕
生
の
契
機
と
比
較
し
て
み
た
い
。
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
誕
生
し
た
経
緯
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
一
年
と
い
う
周
期
は
、
復
活
祭
を
軸
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
年
は
ロ
ー
マ
皇
帝
の
即
位
紀
年
で
数
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
初
め
に
か
け
て
在
位
し
た
ロ
ー
マ
皇
帝
デ
ィ
オ
ク
レ
チ
ア
ヌ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
迫
害
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ク
シ
グ
ウ
ス
は
、
「わ
れ
わ
れ
の
長
い
年
月
を
数
え
る
と
き
、
不
信
心
な
迫
害
者
の
名
前
と
結
び
付
け
る
こ
と
を
従
来
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
主
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
の
体
(
32
)
現
か
ら
年
を
数
え
る
方
法
を
え
ら
ん
だ
」
と
考
え
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
を
提
唱
し
た
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
成
立
し
得
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
深
刻
な
必
要
性
が
あ
っ
た
の
と
、
起
算
年
と
し
て
「
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
の
体
現
」
と
い
う
「強
力
」
な
出
来
事
が
設
定
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
時
の
皇
帝
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
迫
害
者
で
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
、
「年
を
数
え
る
方
法
」
を
暦
に
合
わ
す
こ
と
は
無
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
話
を
中
国
に
戻
そ
う
。
中
国
で
は
、
年
は
即
位
年
数
、
漢
の
武
帝
以
降
は
年
号
で
呼
ん
だ
。
月
は
殷
代
か
ら
第
一
月
を
正
月
と
呼
び
、
以
降
は
数
字
で
表
現
し
た
。
日
は
、
殷
代
よ
り
、
干
支
で
呼
(3
)
ん
だ
。
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中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
誕
生
し
た
頃
の
ロ
ー
マ
の
状
況
と
比
べ
て
、
通
年
紀
年
法
が
い
つ
生
ま
れ
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
例
え
ぽ
、
中
国
の
文
脈
で
考
え
ら
れ
る
可
能
性
と
し
て
は
、
年
を
数
え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
六
〇
年
サ
イ
ク
ル
の
干
支
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
例
え
ぽ
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ド
紀
元
の
よ
う
に
、
第
何
回
目
か
と
い
う
こ
と
を
付
言
す
れ
ば
、
年
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
紀
年
法
と
な
る
こ
と
が
出
来
た
。
或
は
、
キ
リ
ス
ト
に
相
当
す
る
よ
う
な
「歴
史
を
超
え
た
」
存
在
者
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
年
を
数
え
る
と
い
う
強
力
な
要
請
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
。
事
実
中
国
に
は
、
先
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
三
元
甲
子
と
呼
ぼ
れ
る
干
支
を
も
と
に
し
た
通
年
紀
年
法
が
あ
る
。
こ
の
紀
年
法
は
、
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
年
を
特
定
で
き
る
紀
年
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
(34
)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
な
ぜ
使
わ
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
は
難
し
い
が
、
筆
者
に
は
、
ふ
た
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
早
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
「年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
」
が
、
十
分
に
整
備
さ
れ
た
紀
年
法
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
は
、
年
号
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
政
治
的
・
国
際
関
係
的
に
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。
[政
治
的
側
面
]
年
号
そ
れ
自
体
が
、
本
来
極
め
て
政
治
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
十
分
推
察
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
「
改
元
」
は
、
ま
さ
に
中
国
皇
帝
の
権
威
を
示
す
象
徴
行
為
で
あ
っ
た
。
後
世
、
災
異
等
に
よ
る
改
元
が
無
く
な
り
、
一
世
一
元
制
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
年
号
の
政
治
的
権
威
を
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
年
号
は
独
立
国
家
の
印
章
で
あ
り
統
治
権
の
象
徴
で
あ
る
、
と
い
う
中
国
人
の
考
え
は
、
近
隣
諸
民
族
に
も
及
び
、
そ
の
考
え
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
民
族
は
、
国
家
が
成
立
す
る
と
、
国
号
と
年
号
を
決
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
国
家
が
存
在
す
る
限
り
、
国
号
も
年
号
も
続
く
、
と
い
う
考
え
を
自
己
の
も
の
と
し
て
受
(35
)
け
入
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
中
国
に
、
複
数
の
国
家
が
存
在
し
た
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
固
有
の
年
号
が
使
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
五
胡
十
六
国
時
代
(三
〇
四
-
四
三
九
)
の
四
〇
一
年
時
点
で
の
中
国
(
36
)
に
は
、
一
〇
個
の
年
号
が
並
存
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
あ
る
国
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
国
は
、
支
配
国
の
年
号
を
使
う
こ
と
、
と
い
う
国
際
関
係
の
成
立
は
、
年
号
が
シ
ン
ボ
ル
の
領
域
を
越
え
て
、
現
実
そ
の
も
の
を
映
す
鏡
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
年
号
そ
の
も
の
が
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
使
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
年
号
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
波
及
し
た
と
い
う
事
実
が
自
ず
か
ら
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
中
国
が
圧
倒
的
に
強
い
力
を
持
つ
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
自
前
の
年
号
を
使
う
か
、
他
国
の
年
号
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
他
国
に
対
す
る
態
度
を
示
す
象
徴
行
為
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
年
号
は
、
国
内
に
お
い
て
は
皇
帝
の
権
威
を
示
す
と
同
時
に
、
中
国
に
対
し
て
は
、
自
国
の
独
立
を
示
す
と
い
う
役
割
も
兼
ね
て
い
た
。
日
本
と
異
な
り
、
中
国
と
陸
続
185
き
の
た
め
、
つ
ね
に
中
国
の
支
配
の
影
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
年
号
自
体
を
あ
ま
り
重
要
視
し
な
い
朝
鮮
の
態
度
と
、
年
号
の
み
な
ら
ず
国
号
ま
で
徹
底
し
て
自
己
主
張
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
態
度
は
、
そ
の
表
現
方
法
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
中
国
に
対
す
る
独
立
心
の
現
れ
(
37
)
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
干
支
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
圏
諸
国
家
間
で
は
中
立
的
、
つ
ま
り
非
政
治
的
な
色
彩
を
持
っ
た
紀
年
法
で
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
内
の
各
国
に
お
い
て
は
、
中
国
起
源
で
は
あ
る
が
、
政
治
的
色
彩
が
薄
い
と
い
う
意
味
で
、
脱
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
紀
年
法
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
紀
年
法
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
の
濃
い
「年
号
」
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
圏
内
で
中
立
性
を
持
っ
た
「干
支
」
に
よ
っ
て
紀
年
が
行
わ
れ
、
国
際
関
係
が
微
妙
な
と
き
に
は
外
交
文
書
に
は
干
支
だ
け
で
年
を
記
す
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
た
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
合
致
し
た
巧
妙
な
方
法
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
が
一
七
世
紀
に
、
中
国
に
対
し
て
対
等
の
外
交
的
態
度
に
出
た
時
、
東
南
ア
ジ
ア
を
含
め
た
各
国
の
外
交
官
は
、
中
国
と
日
本
の
「年
号
」
の
ど
ち
ら
を
外
交
文
書
に
使
う
べ
き
か
で
悩
ま
さ
れ
、
こ
と
が
微
妙
な
ケ
ー
ス
で
は
、
干
支
だ
け
を
外
交
文
書
に
記
す
こ
と
で
、
危
う
い
(
38
)
外
交
場
面
を
乗
り
切
っ
て
い
る
。
中
国
を
軸
に
し
た
国
際
秩
序
を
持
っ
た
東
ア
ジ
ア
で
は
、
「
年
号
」
は
年
を
数
え
る
こ
と
以
上
に
、
政
治
的
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
年
号
と
同
様
に
、
暦
も
ま
た
政
治
的
・
国
際
関
係
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
中
国
に
お
い
て
は
、
暦
は
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
た
。
「改
暦
」
は
、
日
食
の
予
報
を
正
し
く
行
う
と
い
う
天
文
学
的
要
請
の
た
め
と
、
「
受
命
改
姓
」
と
い
う
政
治
的
イ
デ
(
39
)
オ
ロ
ギ
ー
の
た
め
で
あ
っ
た
。
王
朝
の
交
代
を
天
命
の
移
動
と
考
え
た
中
国
で
は
、
新
王
朝
は
、
成
立
す
る
と
天
の
法
則
を
内
包
す
る
暦
法
の
改
革
が
真
っ
先
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
新
王
朝
は
、
暦
を
変
え
、
新
し
い
暦
を
国
内
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
民
心
を
一
新
さ
せ
、
そ
の
権
威
を
浸
透
さ
せ
た
。
唐
・
宋
時
代
に
は
、
同
一
王
朝
の
も
と
で
あ
り
な
が
ら
、
皇
帝
の
交
代
に
よ
っ
て
、
改
暦
を
行
っ
た
。
唐
で
は
八
回
、
宋
で
は
一
九
回
の
改
暦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
・
明
・
清
の
三
王
朝
で
は
、
再
び
、
一
王
朝
一
暦
の
制
度
に
復
帰
し
た
。
中
国
で
は
、
太
初
改
暦
(前
一
〇
四
)
以
後
(
40
)
清
朝
の
時
代
ま
で
、
五
〇
回
の
改
暦
が
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
紀
元
前
四
七
年
に
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
が
ロ
ー
マ
で
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
一
五
八
二
年
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
改
暦
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
暦
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
(
41
)
ア
ジ
ア
の
態
度
の
差
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
暦
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
お
い
て
も
、
年
号
と
同
様
重
要
な
政
治
的
役
割
を
果
た
し
た
。
先
に
述
べ
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冊
封
体
制
、
或
は
朝
貢
体
制
は
、
別
名
、
「
正
朔
(暦
)
を
奉
ず
る
関
係
」
と
呼
ぼ
れ
た
。
つ
ま
り
、
服
属
国
は
、
そ
の
服
属
の
証
拠
と
し
て
、
宗
主
国
た
る
中
国
皇
帝
の
暦
を
採
用
し
た
。
暦
は
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
中
で
、
極
め
て
政
治
的
な
役
割
を
担
い
、
東
ア
ジ
ア
国
際
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
秩
序
の
「象
徴
」
で
(
42
)
も
あ
っ
た
。
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[歴
史
的
側
面
]
東
ア
ジ
ア
が
通
年
紀
年
法
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
に
東
ア
ジ
ア
地
域
が
、
「東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
屏
風
を
取
り
払
わ
れ
た
と
き
、
紀
年
法
に
対
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
し
た
か
を
考
え
る
の
が
一
番
適
切
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
と
き
初
め
て
、
「年
号
と
干
支
」
に
よ
る
紀
年
法
は
、
漢
字
文
化
圏
を
前
提
と
し
た
地
域
内
-
普
遍
性
し
か
持
た
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
が
押
し
寄
せ
、
そ
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
東
ア
ジ
ア
に
持
ち
込
ま
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
各
国
で
採
用
さ
れ
る
(43
)
に
至
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
幾
つ
か
の
国
で
は
、
漢
字
を
表
記
文
字
と
し
て
放
棄
し
た
こ
と
が
、
決
定
的
な
理
由
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
形
態
・
政
治
構
造
の
変
化
で
あ
る
。
中
国
の
共
産
化
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
誕
生
・
大
韓
民
国
の
民
主
化
・
北
ベ
ト
ナ
ム
の
共
産
化
・
南
ベ
ト
ナ
ム
の
民
主
化
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
共
産
化
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
皇
帝
が
存
在
し
な
く
な
る
と
共
に
、
年
号
は
消
滅
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
明
治
維
新
の
と
き
、
幕
府
政
治
か
ら
、
天
皇
政
治
に
代
わ
り
、
二
世
一
元
制
」
が
は
じ
ま
っ
た
。
他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
反
対
に
君
主
制
が
再
開
さ
れ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
年
号
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
そ
の
存
在
意
義
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
、
そ
の
統
治
形
態
が
代
わ
り
、
天
皇
は
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
号
存
続
に
関
す
る
大
き
な
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
が
、
一
九
七
九
年
「年
号
は
こ
れ
を
存
続
す
る
」
と
い
う
決
定
が
閣
議
で
な
(
4
)
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
台
湾
の
中
華
民
国
は
、
一
九
二
年
の
辛
亥
革
命
に
よ
り
成
立
し
た
中
華
民
国
の
後
継
者
で
あ
る
と
自
ら
を
規
定
し
て
い
る
た
め
、
一
九
一
一
年
を
元
年
と
す
る
中
華
民
国
紀
年
が
使
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
日
本
と
中
華
民
国
を
の
ぞ
く
東
ア
ジ
ア
各
国
が
キ
リ
ス
ト
紀
元
を
な
ぜ
採
用
し
た
の
か
。
こ
れ
は
、
当
時
世
界
を
動
か
し
て
い
た
欧
米
諸
国
が
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
で
あ
り
、
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
、
当
時
の
欧
米
諸
国
に
お
い
て
、
広
く
採
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
現
実
的
判
断
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
九
年
九
月
二
一
日
、
毛
沢
東
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
宣
言
文
の
中
で
、
「世
界
大
多
数
の
国
家
と
同
様
の
年
号
を
(
45
)
決
定
す
る
」
と
し
た
。
中
国
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
だ
か
ら
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
既
に
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
に
よ
っ
て
、
広
く
採
用
さ
れ
て
い
た
紀
年
法
だ
か
ら
採
用
し
た
、
と
い
う
判
断
は
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
で
は
「公
元
」
、
日
本
で
は
「
西
暦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
両
国
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
的
色
彩
を
取
り
除
い
た
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
日
本
に
お
い
て
は
、
年
号
は
公
式
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
西
暦
も
多
く
の
場
合
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
外
国
研
究
に
お
い
て
世
界
的
な
共
時
性
を
持
つ
た
め
に
も
、
ま
た
、
昨
今
の
日
本
の
国
際
化
の
進
む
中
で
も
、
世
界
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
紀
年
の
使
用
は
不
可
避
に
187
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
国
々
で
提
唱
さ
れ
て
き
た
通
年
紀
年
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
四
つ
の
通
年
紀
年
法
が
示
す
よ
う
に
、
普
遍
性
を
持
た
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
で
し
か
使
用
で
き
な
い
、
極
め
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
[キ
リ
ス
ト
紀
年
の
世
界
的
普
及
]
で
は
な
ぜ
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
文
明
圏
に
お
い
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
一
九
世
紀
以
降
の
西
欧
諸
国
の
世
界
進
出
と
い
う
国
際
環
境
の
変
化
が
そ
の
主
た
る
理
由
で
あ
る
が
、
も
し
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
強
い
宗
教
性
を
前
面
に
押
し
出
し
た
紀
年
法
な
ら
ば
、
そ
れ
は
非
キ
リ
ス
ト
教
文
明
圏
に
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
は
ず
が
な
い
。
そ
の
理
論
的
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
が
、
以
下
で
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
、
既
に
一
九
世
紀
の
時
点
で
、
歴
史
上
に
起
こ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
コ
元
的
」
に
記
述
で
き
る
紀
年
法
に
変
身
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「紀
元
前
」
(
46
)
と
い
う
ア
イ
デ
ア
の
発
明
で
あ
っ
た
。
ベ
ダ
(六
七
二
/
三
-
七
三
五
)
が
『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
の
中
で
、
》
薹
o
p
σ
ぎ
o
爰
蠧
¢
o
コ
Φ
U
o
巨
巳
(
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
顕
現
の
年
)
を
第
一
義
的
に
年
代
表
記
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
し
ぼ
し
ぼ
指
摘
さ
れ
る
通
り
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
が
鋤
目
。
唖
け
霞
9。
畧
①
言
。
霞
-
口
鋤
口
O
づ
①
日
U
O
日
ヨ
討
鋤
日
(
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
顕
現
よ
り
以
前
の
年
)
と
い
う
表
記
法
を
二
(
47
)
度
、
こ
の
著
書
の
中
で
使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「思
考
法
の
転
換
」
は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
、
一
六
世
紀
の
年
代
学
者
ス
カ
リ
ゲ
ル
(
一
五
四
〇
1
一
六
〇
九
)
は
、
起
算
年
を
す
べ
て
の
歴
史
的
記
録
の
前
に
お
け
ば
、
紀
年
問
題
を
解
決
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
三
つ
の
紀
年
法
を
折
衷
し
た
方
法
を
考
案
し
、
起
算
年
を
キ
リ
ス
ト
誕
生
よ
り
四
七
=
二
年
前
と
し
た
。
紀
年
上
の
起
算
年
を
設
定
し
、
そ
れ
を
境
に
し
て
、
「
そ
れ
以
前
」
と
「そ
れ
以
後
」
に
年
を
数
え
て
ゆ
く
と
い
う
考
え
方
は
、
ス
カ
リ
ゲ
ル
で
す
ら
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
(
48
)
あ
る
。
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
以
前
」
と
い
う
創
見
は
、
そ
の
後
一
六
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
ボ
シ
ュ
エ
の
『
世
界
史
論
』
で
使
用
さ
れ
た
。
彼
は
、
こ
の
本
σ
冒
頭
で
、
大
洪
水
の
年
(〉
昌
含
∋
」
H・1
》
<
・
旨
1
0
お
宝
)
を
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
よ
り
七
五
三
年
前
」
(謡
ω
き
ω
α
Φ
<
鋤
算
冒
ω
二
ω
6
げ
同
翼
)
(
49
)
と
表
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
七
世
紀
以
降
、
(
50
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「紀
元
前
」
と
い
う
発
想
の
発
明
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
た
ん
な
る
一
宗
教
内
で
の
紀
年
法
か
ら
、
普
遍
性
を
も
つ
紀
年
法
へ
と
変
身
し
て
い
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
も
イ
ス
ラ
ム
教
に
も
誕
生
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
興
味
あ
る
こ
と
に
、
孔
子
紀
元
・
黄
帝
紀
元
・
壇
君
紀
元
・
神
武
紀
元
も
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
起
算
年
以
前
に
遡
行
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
紀
元
前
と
い
う
発
想
は
、
本
来
、
ア
ダ
ム
に
よ
る
創
世
(前
四
〇
〇
四
)
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
の
間
の
紀
年
を
如
何
に
行
う
か
の
た
め
に
生
ま
れ
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(
51
)
た
も
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
「存
在
」
そ
の
も
の
が
、
こ
の
紀
年
法
を
考
案
さ
せ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
一
七
世
紀
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
科
学
革
命
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
然
科
学
の
分
野
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
が
普
遍
性
を
獲
得
し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
質
学
の
発
達
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
、
創
世
以
前
、
こ
の
大
地
は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
す
る
新
た
な
知
見
に
も
、
こ
の
紀
元
前
と
い
う
概
念
を
拡
大
使
用
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
法
は
対
処
で
き
た
の
だ
。
別
な
視
点
か
ら
い
え
ぽ
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
、
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
外
で
の
使
用
も
可
能
な
紀
年
法
へ
と
変
身
で
き
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
『世
界
史
論
』
の
中
で
王
権
神
授
説
を
展
開
し
た
ボ
シ
ュ
エ
に
と
っ
て
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
巡
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
歴
史
意
識
と
歴
史
記
述
東
ア
ジ
ア
で
は
、
歴
史
を
「年
月
の
流
れ
」
と
し
て
理
解
し
て
は
い
た
が
、
そ
れ
を
、
数
字
の
連
続
と
し
て
表
現
せ
ず
に
、
「意
味
あ
る
年
号
」
の
「積
み
重
ね
」
と
し
て
表
現
し
て
い
た
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
意
識
及
び
歴
史
記
述
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
ず
、
年
号
に
由
来
す
る
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
意
識
を
検
討
す
る
前
に
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
記
述
を
基
本
的
に
形
作
っ
て
い
る
形
式
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、
中
国
で
始
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
各
国
に
波
及
し
た
、
「紀
伝
体
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
西
洋
の
年
代
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「通
時
的
な
歴
史
意
識
」
と
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
っ
た
歴
史
意
識
が
、
東
ア
ジ
ア
に
生
ま
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
[東
ア
ジ
ア
の
歴
史
記
述
]
「紀
伝
体
」
は
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
記
述
形
式
の
基
礎
を
作
っ
た
司
馬
遷
の
『史
記
』
で
採
用
さ
れ
た
通
年
紀
伝
体
が
そ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
班
固
の
『漢
書
』
で
採
用
さ
れ
た
断
代
紀
伝
体
を
モ
デ
ル
と
し
た
記
述
形
式
が
、
以
後
、
『清
史
稿
』
に
至
る
二
六
に
の
ぼ
る
中
国
正
史
を
統
轄
し
た
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
正
史
で
採
用
さ
れ
た
紀
伝
体
と
は
、
単
な
る
年
代
記
で
は
な
く
、
例
え
ぽ
『史
記
』
で
は
、
本
紀
(帝
王
の
事
績
)
・
表
(年
表
)
・
書
(諸
制
度
)
・
世
家
(諸
侯
)
・
列
伝
(伝
記
)
と
い
う
構
成
を
取
り
、
書
は
、
礼
・
楽
・
律
・
暦
・
天
官
・
封
禅
・
河
渠
・
平
準
の
八
書
か
ら
な
る
、
天
文
学
・
文
官
機
構
・
行
政
地
理
・
水
利
土
木
工
事
・
徴
税
と
通
貨
・
法
律
と
裁
判
・
宮
廷
…儀
式
な
ど
に
つ
い
て
の
(
52
)
大
論
文
集
で
あ
る
。
紀
伝
体
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
年
代
記
が
、
単
な
る
時
間
の
流
れ
を
軸
に
し
て
、
様
々
な
話
を
載
せ
て
い
た
の
と
異
な
り
、
ひ
と
つ
の
歴
史
的
世
界
を
、
或
る
種
の
構
成
力
を
も
っ
て
、
立
体
的
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
歴
史
記
述
方
法
が
、
以
後
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
歴
史
記
述
の
主
流
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
時
間
の
流
れ
を
軸
に
し
て
歴
史
を
書
く
こ
と
が
中
国
に
お
い
て
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
司
馬
遷
の
史
記
が
生
ま
れ
る
以
前
の
中
国
の
史
書
は
、
『春
秋
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
編
年
体
的
記
述
、
つ
ま
り
年
代
記
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
〇
八
四
年
に
司
馬
光
の
『資
治
通
鑑
』
に
よ
っ
て
復
活
し
、
こ
れ
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
袁
枢
(
=
六
五
-
一
二
〇
五
)
は
「紀
事
本
末
体
」
(資
治
通
鑑
を
分
解
し
て
事
件
189
ご
と
に
そ
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
纏
め
て
書
く
方
法
)
と
い
う
歴
史
記
述
形
式
を
『通
鑑
紀
事
本
末
』
で
創
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
袁
黄
の
『歴
史
綱
鑑
補
』
(
一
六
〇
六
)
は
、
歴
代
の
史
書
を
編
年
形
式
に
再
整
理
し
た
書
物
で
、
後
に
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
、
一
六
六
三
年
に
は
翻
刻
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
、
通
時
的
な
歴
史
認
識
が
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
に
応
え
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
『漢
書
』
を
其
の
嚆
矢
と
す
る
断
代
紀
伝
体
が
「正
統
」
な
歴
史
記
述
ス
タ
イ
ル
と
し
て
二
〇
世
紀
ま
で
そ
の
地
位
を
動
か
な
か
っ
た
の
(
53
)
は
事
実
で
あ
る
。
[箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
]
さ
て
、
「年
号
と
干
支
」
と
い
う
年
を
数
、兄
る
シ
ス
テ
ム
の
存
在
は
、
我
々
を
歴
史
認
識
論
の
問
題
、
つ
ま
り
、
過
去
認
識
及
び
時
代
区
分
に
関
す
る
問
題
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。
歴
史
的
思
考
に
は
、
「
連
続
時
間
」
と
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
(区
切
ら
れ
た
時
間
)」
と
い
う
二
つ
の
時
間
認
識
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
(
54
)
あ
る
。
こ
こ
で
容
易
に
想
定
で
き
る
疑
問
は
、
通
年
紀
年
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
歴
史
的
思
考
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
過
去
を
振
り
返
る
際
に
、
単
純
な
年
の
羅
列
i
系
列
だ
け
で
歴
史
的
思
考
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
我
々
が
過
去
を
振
り
返
る
際
に
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
の
は
、
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
で
あ
り
、
重
要
な
事
件
を
軸
に
そ
の
前
後
と
捉
え
た
り
、
室
町
時
代
・
江
戸
時
代
と
い
っ
た
枠
組
み
を
使
っ
て
過
去
を
想
起
す
る
方
が
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
は
、
歴
史
的
思
考
に
お
い
て
は
、
連
続
時
間
よ
り
以
上
に
自
然
で
、
歴
史
認
識
的
行
為
に
と
っ
て
不
可
欠
の
知
的
道
具
と
い
え
る
。
別
な
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
れ
ば
、
歴
史
家
と
は
、
過
去
を
振
り
返
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
を
発
明
す
る
仕
事
師
と
も
い
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
歴
史
学
は
、
年
代
記
と
呼
ば
れ
る
通
年
年
数
に
依
存
し
た
歴
史
記
述
の
長
く
強
い
伝
統
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
を
考
え
る
と
は
時
代
を
区
分
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
状
況
に
お
け
る
年
代
(
5
)
記
か
ら
の
脱
却
を
指
摘
し
て
い
る
と
言
え
る
。
歴
史
の
事
実
そ
の
も
の
の
中
に
、
区
分
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
過
去
を
見
る
人
間
の
精
神
の
中
に
、
「箱
詰
め
す
る
」
・
「区
切
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
過
去
と
い
う
堆
積
物
を
意
味
の
あ
る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
識
別
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
認
識
受
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
か
ら
な
の
だ
。
こ
こ
で
、
箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
に
は
、
二
つ
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「事
実
過
去
に
あ
っ
た
用
語
を
使
用
す
る
場
合
」
と
、
「後
世
新
た
な
概
念
を
創
っ
て
時
代
区
分
す
る
場
合
」
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
東
ア
ジ
ア
に
限
ら
ず
、
近
代
の
歴
史
家
に
よ
っ
て
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
カ
ロ
リ
ソ
ガ
朝
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
朝
と
い
っ
た
王
朝
に
よ
る
区
分
で
あ
る
。
後
者
は
、
例
え
ば
、
ケ
ラ
リ
ウ
ス
(9
器
8
9
0
巴
巴
信
ω口
①
逡
-
嵩
O
刈)
の
創
案
に
な
る
古
代
・
中
世
・
近
代
と
い
う
世
界
史
の
190
日本における紀年認識の比較史的考察
三
時
代
区
分
、
封
建
時
代
・
資
本
主
義
時
代
と
い
っ
た
経
済
史
的
時
代
区
分
等
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
慈
円
・
北
畠
親
房
・
伊
達
千
尋
の
歴
史
論
が
思
い
(
56
)
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
「時
代
区
分
概
念
の
創
出
」
が
、
歴
史
意
識
の
誕
生
の
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
そ
の
多
く
が
、
ウ
オ
ル
シ
ュ
が
分
類
す
る
と
こ
ろ
の
「歴
史
の
思
弁
的
解
釈
」
に
入
る
こ
と
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
時
間
の
流
れ
の
中
で
過
去
を
「納
得
可
能
で
か
つ
意
味
あ
る
も
の
」
に
す
る
努
力
が
連
綿
と
続
け
ら
(
57
)
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
思
弁
的
時
代
区
分
の
い
く
つ
か
だ
け
が
、
一
九
世
紀
に
始
ま
っ
た
実
証
史
学
の
洗
礼
の
中
で
、
現
在
に
ま
で
生
き
残
っ
て
い
る
の
だ
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
「神
の
国
・
地
の
国
」
で
は
な
く
、
「古
代
・
中
世
・
近
代
」
が
現
在
で
も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
も
、
東
ア
ジ
ア
の
島
国
日
本
で
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ケ
ラ
リ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
年
号
を
考
え
て
み
よ
う
。
年
号
は
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
王
朝
・
皇
帝
・
年
号
と
い
っ
た
時
を
規
定
す
る
道
具
が
備
わ
っ
て
お
り
、
箱
詰
め
さ
れ
た
年
と
し
て
の
年
号
は
、
我
々
が
過
去
を
振
り
返
る
と
き
の
必
要
不
可
欠
な
歴
史
学
的
道
具
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
た
年
号
の
平
均
的
長
さ
は
七
・
四
年
で
(
58
)
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
人
の
将
軍
の
在
位
年
数
と
一
年
と
い
う
単
位
の
中
間
に
位
置
し
て
い
て
、
過
去
を
振
り
返
る
際
に
便
利
な
呼
称
で
あ
っ
た
。
年
号
の
存
在
は
、
歴
史
的
認
識
を
助
長
こ
そ
す
れ
、
そ
の
阻
害
要
因
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
事
情
は
、
年
号
が
一
世
一
代
の
制
に
な
っ
て
か
ら
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
現
在
の
日
本
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
時
代
は
年
号
に
よ
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が
主
流
で
あ
る
。
明
治
時
代
・
大
正
時
代
・
昭
和
時
代
と
い
う
区
切
ら
れ
た
時
間
に
よ
る
思
考
を
使
い
、
現
在
の
日
本
人
は
自
ら
の
時
代
を
平
成
と
呼
ぶ
。
ま
た
戦
前
・
戦
後
と
い
う
区
分
も
、
昭
和
時
代
に
言
及
す
る
と
き
に
は
多
用
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六
〇
年
代
と
い
っ
た
表
現
も
併
せ
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
人
は
過
去
を
振
り
返
る
と
き
、
自
分
の
考
え
て
い
る
内
容
に
相
応
し
い
「意
味
あ
る
指
標
」
を
そ
こ
に
使
お
う
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
'
こ
の
問
題
を
考
え
る
時
、
い
つ
も
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
筆
者
の
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
ゲ
ー
テ
の
色
彩
論
争
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
太
陽
の
光
を
プ
リ
ズ
ム
で
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
す
る
客
観
的
物
理
学
的
手
法
に
よ
っ
て
色
と
は
何
か
を
説
明
し
た
。
一
方
ゲ
ー
テ
は
、
赤
と
か
青
と
か
い
っ
た
「色
」
は
、
客
観
的
に
外
界
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
我
々
の
認
識
の
「枠
組
み
」
の
中
に
存
在
し
、
我
々
は
、
こ
の
枠
組
み
に
(
59
)
よ
っ
て
色
を
意
識
化
し
て
認
識
す
る
の
だ
と
し
た
。
我
々
の
過
去
の
認
識
の
あ
り
様
を
見
る
と
、
我
々
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
よ
う
に
太
陽
の
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
で
得
ら
れ
た
波
長
の
長
さ
、
即
ち
通
年
紀
年
で
過
去
を
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
ゲ
ー
テ
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
認
識
の
枠
組
み
、
つ
ま
り
「
箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
を
当
て
は
め
る
こ
と
で
、
過
去
を
振
り
返
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
事
191
実
、
こ
の
よ
う
な
世
界
の
把
握
の
仕
方
が
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
学
の
誕
生
の
背
後
に
あ
っ
た
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
近
代
史
学
が
誕
生
し
た
一
九
世
紀
に
は
、
既
に
長
期
に
亙
っ
て
キ
リ
ス
ト
紀
年
に
よ
る
通
年
紀
年
法
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
歴
史
家
は
過
去
を
ど
の
様
に
「箱
詰
め
」
し
て
認
識
す
る
か
に
多
く
関
わ
っ
て
き
た
。
「世
紀
」
と
い
う
概
念
の
発
明
も
、
数
字
に
よ
る
紀
年
で
は
不
可
能
な
「区
画
さ
れ
た
時
間
」
が
必
要
で
(
60
)
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
、
「
世
紀
」
と
い
う
用
語
を
繰
り
返
し
使
っ
た
最
も
初
期
の
歴
史
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
(
61
)
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
歴
史
家
の
創
造
物
で
あ
る
「概
念
的
時
代
区
分
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
世
紀
と
か
、
二
〇
世
紀
前
半
と
か
後
半
、
一
九
四
〇
年
代
、
一
九
五
〇
年
代
と
い
っ
た
表
現
、
は
た
ま
た
「世
紀
の
変
わ
り
目
」
と
か
「
世
紀
末
」
と
い
っ
た
表
現
の
使
用
も
、
我
々
が
如
何
に
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
図
式
的
に
言
う
こ
と
を
恐
れ
な
け
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
普
及
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
過
去
を
見
る
と
き
は
、
通
時
的
紀
年
が
基
盤
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
過
去
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
種
々
の
時
代
区
分
が
歴
史
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
過
去
を
見
る
時
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
が
基
盤
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
年
号
は
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
種
々
の
時
代
区
分
が
歴
史
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
[時
間
の
視
覚
化
と
年
表
]
で
は
東
ア
ジ
ア
で
は
、
通
時
的
な
把
握
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
干
支
で
は
な
く
、
「年
表
」
と
い
う
も
の
が
使
わ
れ
た
と
考
え
る
。
「年
号
と
干
支
」
と
い
う
紀
年
法
を
使
っ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
年
表
は
、
歴
史
家
に
限
ら
ず
多
く
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
座
右
の
書
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
「年
表
」
と
い
う
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
早
く
使
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
「年
号
と
干
支
」
を
使
用
し
て
い
た
か
ら
で
は
(
62
)
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
、
歴
史
研
究
の
補
助
学
と
し
て
の
年
表
の
不
可
欠
な
こ
と
を
、
既
に
、
紀
元
前
に
指
摘
し
て
い
る
。
過
去
の
あ
る
年
に
異
な
っ
た
国
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
共
時
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
年
表
を
発
明
し
た
知
的
行
為
が
、
歴
史
意
識
の
発
現
形
態
の
ひ
と
つ
だ
と
す
れ
ぽ
、
東
ア
ジ
ア
で
は
こ
れ
が
紀
元
前
後
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
司
馬
遷
は
、
「年
表
」
に
『史
記
』
全
一
三
〇
巻
の
内
一
〇
巻
を
割
い
て
い
る
。
年
表
に
対
す
る
司
馬
遷
の
態
度
は
、
「十
二
諸
侯
年
表
第
二
」
の
冒
頭
に
詳
し
い
。
儒
者
は
義
理
を
断
じ
、
遊
説
者
は
文
辞
を
弄
し
て
終
始
を
綜
べ
る
こ
と
を
つ
と
め
ず
、
暦
家
は
た
だ
年
月
を
重
ん
じ
、
陰
陽
術
数
の
者
は
神
運
を
た
っ
と
び
、
譜
諜
家
は
た
だ
世
系
・
諡
号
を
記
す
だ
け
で
、
文
辞
を
略
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ひ
と
た
び
も
ろ
も
ろ
の
要
を
見
ん
と
欲
し
て
も
、
は
な
は
だ
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
十
二
諸
侯
の
系
譜
を
つ
く
り
、
共
和
以
後
、
孔
子
に
い
た
る
間
、
「春
秋
」
「国
語
」
学
者
の
考
究
し
た
盛
衰
の
大
旨
を
表
と
し
て
あ
ら
わ
し
、
学
を
な
し
古
文
(63
)
を
治
め
る
者
の
た
め
に
要
略
し
た
。
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「表
」
の
各
篇
に
は
序
が
あ
り
、
そ
の
表
で
扱
う
時
代
に
つ
い
て
の
歴
史
の
概
略
を
記
し
た
後
で
、
年
表
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぽ
、
「
六
国
年
表
第
三
」
で
は
、
一
番
上
の
欄
に
周
王
の
即
位
紀
元
を
書
き
、
そ
の
下
に
平
行
線
で
枠
を
つ
く
り
、
同
年
に
相
当
す
る
諸
国
の
王
の
即
位
紀
年
を
配
置
し
、
そ
の
年
に
起
こ
っ
た
事
件
を
簡
明
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
時
間
的
・
空
間
的
に
、
あ
る
年
に
起
こ
っ
た
事
柄
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
と
い
え
る
。
『史
記
』
で
創
案
さ
れ
た
年
表
は
、
中
国
は
言
う
に
及
ぽ
ず
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
記
述
に
共
通
の
知
的
財
産
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
で
は
、
七
世
紀
以
降
、
一
九
六
八
年
ま
で
に
、
一
六
一
種
(
64
)
の
年
表
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
日
本
の
年
号
と
中
国
の
年
号
及
び
干
支
と
の
共
時
性
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
一
九
世
紀
以
降
は
、
キ
リ
ス
ト
教
紀
年
と
の
共
時
性
を
得
る
こ
と
が
そ
れ
に
加
わ
っ
て
き
た
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
べ
た
限
り
で
は
、
西
洋
に
お
け
る
年
表
の
出
現
は
、
一
六
世
紀
後
半
だ
と
考
(65
)
え
ら
れ
る
。
フ
ン
ク
(一
館
5
璽
と
か
ビ
ブ
リ
ア
ン
デ
ル
(』
り】ρ
Φ
O
匹
O
『二
ω
bU
一び
一一①
コ
α
Φ
「
)
の
作
成
し
た
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
共
時
的
な
紀
年
認
識
(
6
)
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
「年
表
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
西
洋
で
は
、
普
遍
史
か
ら
脱
却
し
て
、
近
代
的
な
歴
史
学
が
出
現
し
た
時
期
と
符
合
し
て
い
る
の
は
、
各
地
域
で
過
去
に
生
起
し
た
出
来
事
の
共
時
的
理
解
が
近
代
歴
史
学
の
必
要
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
(67
)
い
る
。
中
国
で
も
、
司
馬
遷
の
年
表
は
、
当
初
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
劉
知
幾
(六
六
一
1
七
二
一
)
は
、
『史
通
』
巻
三
表
暦
第
七
の
中
で
、
紀
伝
体
に
よ
る
歴
史
書
に
表
は
無
用
だ
、
と
し
た
上
で
、
「春
秋
戦
国
の
当
時
は
群
雄
割
拠
、
各
自
で
そ
の
国
の
年
を
数
え
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
表
に
統
一
す
れ
ば
、
諸
国
の
年
数
は
一
目
瞭
然
と
な
る
」
と
し
て
、
そ
の
一
定
の
役
割
(68
)
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
年
表
に
高
い
評
価
を
下
し
た
の
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
南
宋
の
鄭
樵
(
=
〇
四
ー
六
二
)
が
最
初
で
、
『通
志
』
総
序
の
中
で
「史
記
一
書
、
功
は
十
表
に
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
鄭
樵
は
、
断
代
紀
伝
体
で
は
な
く
通
年
紀
伝
体
を
推
賞
し
、
「会
通
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
て
、
過
去
は
時
間
軸
の
上
で
把
握
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
提
唱
し
た
歴
史
家
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
中
国
で
も
、
こ
の
時
期
に
新
し
い
歴
史
の
見
方
が
芽
生
え
て
き
(
69
)
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
年
表
と
年
代
記
と
の
相
違
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
年
表
と
年
代
記
は
、
そ
の
「目
的
」
に
お
い
て
根
本
的
に
異
な
る
。
年
代
記
は
、
そ
の
「記
述
内
容
」
に
重
点
が
あ
り
、
歴
史
記
述
の
一
つ
で
あ
る
が
、
年
表
は
、
生
起
し
た
事
件
の
前
後
関
係
、
相
関
関
係
を
見
る
こ
と
に
、
そ
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
年
表
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
年
号
が
中
国
の
外
で
も
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
よ
り
一
層
の
必
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
諸
国
が
興
亡
し
た
東
ア
ジ
ア
で
は
、
そ
れ
ら
の
国
の
多
く
が
自
分
の
年
号
を
採
用
し
た
た
め
、
そ
の
共
時
性
を
理
解
す
る
た
め
に
年
表
は
必
需
品
で
あ
り
、
多
く
の
年
表
が
つ
く
ら
れ
た
。
一
五
〇
〇
以
上
も
あ
る
年
号
は
常
に
「年
表
」
に
よ
っ
て
(70
)
確
認
さ
れ
た
。
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こ
の
年
表
は
、
中
国
よ
り
も
、
周
辺
の
諸
国
家
で
よ
り
必
要
と
さ
れ
た
。
例
え
ぽ
、
七
世
紀
以
来
一
貫
し
て
独
自
の
年
号
を
持
っ
た
日
本
で
は
、
中
国
の
年
号
と
め
共
時
性
を
う
る
た
め
、
「
干
支
・
中
国
年
号
・
日
本
年
号
」
の
一
覧
表
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
朝
鮮
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
年
表
は
、
自
国
と
中
国
と
の
年
号
対
照
表
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
年
号
の
一
覧
表
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
加
わ
っ
た
最
初
の
年
表
は
、
清
宮
秀
堅
の
『新
選
年
表
』
(
71
)
(
一
八
六
一
)
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
上
段
に
干
支
を
書
き
、
同
一
欄
に
日
本
の
年
号
、
中
国
の
年
号
、
西
暦
を
標
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
重
要
な
事
件
を
記
し
て
い
る
。
最
後
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
で
は
、
現
在
で
も
歴
史
年
表
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本
の
歴
史
教
育
と
の
関
わ
り
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
学
校
の
歴
史
の
授
業
の
時
、
机
の
上
に
年
表
を
お
い
て
勉
強
す
る
生
徒
の
姿
は
、
日
本
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
見
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
。
筆
者
は
一
九
九
四
年
度
よ
り
、
「
日
英
歴
史
教
育
比
較
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
に
招
待
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
教
育
者
が
一
様
に
驚
き
、
か
つ
奇
異
に
感
ず
る
の
は
、
年
表
を
常
に
参
照
し
な
が
ら
歴
史
の
勉
強
を
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
に
お
い
て
は
、
歴
史
の
授
業
で
は
年
表
は
お
ろ
か
、
教
科
書
す
ら
な
い
。
歴
史
は
思
考
訓
練
を
す
る
教
科
な
の
で
、
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
生
徒
が
自
分
で
年
表
を
作
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
市
販
の
年
表
を
使
う
こ
と
は
な
い
。
使
う
ど
こ
ろ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
書
店
で
「年
表
」
が
お
い
て
あ
る
店
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
注
文
で
も
し
な
い
限
り
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
の
日
本
の
年
表
の
隆
盛
を
支
え
て
い
る
の
は
、
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
出
来
事
を
、
一
筋
の
線
の
如
く
通
史
的
に
教
え
る
の
が
歴
史
教
育
だ
と
す
る
、
(
72
)
日
本
の
歴
史
教
育
の
あ
り
様
で
あ
る
。
歴
史
年
表
は
道
具
で
あ
る
。
道
具
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
使
う
人
々
の
歴
史
意
識
・
過
去
に
対
す
る
態
度
の
あ
り
様
を
反
映
し
て
い
る
。
年
表
は
「時
間
の
視
覚
化
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
が
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
で
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
習
性
に
対
し
て
、
一
直
線
上
に
並
べ
ら
れ
た
出
来
事
の
時
間
的
生
起
順
序
を
知
る
た
め
の
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
。
時
間
軸
上
に
並
べ
ら
れ
た
過
去
の
出
来
事
の
一
覧
表
は
、
我
々
に
確
認
の
便
宜
を
常
に
与
え
て
く
れ
る
の
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
心
理
的
な
安
心
感
を
得
る
傾
向
が
日
本
人
に
は
強
い
と
い
え
る
。
常
に
時
間
と
い
う
ひ
と
つ
の
流
れ
の
中
で
過
去
や
現
在
を
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
「慣
習
」
が
、
文
化
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
[遡
及
紀
年
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
紀
年
]
も
う
少
し
キ
リ
ス
ト
紀
年
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
最
近
の
議
論
に
、
二
一
世
紀
は
い
つ
か
ら
は
じ
ま
る
の
か
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
答
え
は
、
西
暦
二
〇
〇
一
年
の
一
月
一
日
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
一
月
一
日
で
な
い
の
は
、
一
世
紀
が
一
〇
〇
年
と
定
義
さ
れ
、
西
暦
は
紀
元
○
年
で
は
な
く
、
紀
元
一
年
に
始
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
西
暦
は
紀
元
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
、
西
暦
が
使
わ
れ
始
め
た
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
ゼ
ロ
と
い
う
概
念
が
無
か
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っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
紀
元
○
年
は
存
在
し
な
い
し
、
従
っ
て
、
紀
元
一
年
の
前
の
年
は
紀
元
前
一
年
で
あ
る
。
数
と
し
て
の
ゼ
ロ
は
七
世
紀
の
イ
ソ
ド
で
初
め
(73
)
て
使
用
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
ゼ
ロ
が
イ
ギ
リ
ス
で
(
74
)
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
、
一
六
〇
四
年
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
生
ま
れ
た
の
が
六
世
紀
で
あ
り
、
「紀
元
前
」
と
い
う
概
念
の
最
初
の
使
用
が
八
世
紀
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
当
時
は
ま
だ
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ロ
ー
マ
数
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。
ロ
ー
マ
数
字
に
、
ゼ
ロ
と
い
う
表
記
は
無
く
、
勿
論
そ
の
概
念
も
な
か
っ
た
。
「紀
元
前
」
と
い
う
概
念
を
考
え
る
時
、
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
の
概
念
と
同
じ
だ
と
す
る
考
え
方
が
(
75
)
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
マ
イ
ナ
ス
の
数
と
い
う
概
念
が
伝
わ
っ
た
の
は
一
六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
ベ
ダ
は
七
三
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』
で
紀
元
前
と
言
う
概
念
を
既
に
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
負
の
概
念
が
な
く
て
も
可
能
な
考
え
の
よ
う
で
、
数
直
線
上
の
起
点
を
境
に
し
て
逆
算
し
て
ゆ
く
と
い
う
発
想
が
あ
れ
ば
出
来
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
紀
年
法
に
一
番
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
、
学
校
で
世
界
史
の
授
業
を
受
け
る
生
徒
と
天
文
学
者
の
よ
う
で
あ
る
。
天
文
学
者
は
、
紀
元
前
の
年
代
の
数
え
方
と
し
て
、
紀
元
一
年
の
前
年
を
紀
元
○
年
と
す
る
規
約
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
、
紀
元
前
の
年
代
の
表
記
に
は
歴
史
家
の
表
記
と
一
年
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
る
(
76
)
よ
う
で
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ク
シ
グ
ウ
ス
が
、
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
正
確
な
日
付
を
調
べ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
年
を
元
年
に
し
た
紀
年
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
世
、
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
の
は
、
紀
元
一
年
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
数
年
前
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
、
こ
の
よ
う
に
今
と
な
っ
て
は
修
正
不
可
能
な
欠
陥
を
持
つ
紀
年
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
共
通
紀
年
法
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
の
は
、
第
一
義
的
に
は
、
近
代
に
お
け
る
欧
米
諸
国
の
世
界
進
出
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
自
体
も
、
自
ら
変
身
を
遂
げ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
紀
年
法
が
、
世
界
共
通
紀
年
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
存
続
し
て
き
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
に
、
一
年
の
は
じ
ま
り
を
一
月
一
日
と
し
た
こ
と
が
あ
(7
)
げ
ら
れ
る
。
従
前
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
日
で
あ
る
復
活
祭
を
一
年
の
始
め
と
し
て
い
た
ら
、
復
活
祭
は
「移
動
祝
日
」
で
毎
年
変
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
は
そ
の
地
方
的
土
着
性
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
出
来
(
78
)
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
世
界
の
共
通
紀
年
法
に
な
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
メ
ー
ト
ル
法
が
世
界
共
通
の
尺
度
に
な
っ
た
よ
う
に
、
通
年
紀
年
法
と
い
う
、
数
直
線
の
上
に
数
字
の
羅
列
で
年
を
認
識
す
る
と
い
う
意
識
的
・
人
工
的
な
要
素
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
世
界
が
動
き
始
め
て
い
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、
共
通
紀
年
は
必
要
不
可
欠
な
の
だ
。
さ
て
、
我
々
は
、
現
在
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
紀
元
を
西
暦
と
し
て
使
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
生
ま
れ
て
い
る
ひ
と
つ
の
神
話
を
指
摘
し
、
併
せ
て
、
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
人
間
だ
け
が
持
つ
認
識
行
195
為
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。
キ
リ
ス
ト
紀
年
は
、
六
世
紀
に
創
出
さ
れ
た
が
、
一
二
世
紀
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
教
会
で
す
ら
、
年
を
数
え
る
の
に
使
っ
た
の
は
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ニ
五
年
周
期
で
行
わ
れ
る
古
代
ロ
ー
マ
の
課
税
年
に
よ
る
紀
年
法
)
で
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
に
交
替
し
た
の
は
、
ヨ
(
79
)
バ
ネ
=
二
世
(九
六
五
ー
九
七
二
)
の
時
で
あ
る
。
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
(大
憲
章
)
が
イ
ギ
リ
ス
で
制
定
さ
れ
た
の
は
一
二
一
五
年
で
あ
る
と
我
々
は
学
校
で
教
え
ら
れ
た
が
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
ど
こ
に
も
一
二
一
五
年
と
い
う
表
記
は
出
て
こ
な
い
。
憲
章
の
最
後
で
「朕
の
治
世
第
一
七
年
六
月
一
五
(
80
)
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
=
二
世
紀
に
お
い
て
、
即
位
紀
年
だ
け
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
キ
リ
ス
ト
紀
年
の
普
及
が
大
陸
諸
国
に
比
べ
て
比
較
的
遅
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
(
81
)
れ
て
も
、
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
紀
年
で
の
年
の
認
識
は
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
法
が
完
成
し
た
あ
と
で
、
歴
史
記
述
の
便
宜
の
た
め
に
、
後
世
、
遡
及
的
に
あ
て
は
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
」
は
、
中
国
で
は
紀
元
前
二
世
紀
か
ら
、
日
本
で
は
七
世
紀
か
ら
、
そ
れ
が
使
わ
れ
た
年
に
生
き
て
い
た
人
々
自
身
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
彼
ら
の
歴
史
意
識
を
考
え
る
上
で
重
要
で
(
82
)
あ
る
。
ま
た
、
数
字
で
は
な
く
、
漢
字
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
使
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
な
い
独
自
の
紀
年
哲
学
が
窺
え
る
。
年
号
を
キ
リ
ス
ト
紀
年
に
代
表
さ
れ
る
通
年
紀
年
法
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
る
と
、
年
号
が
持
つ
二
つ
の
役
割
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ひ
と
つ
は
、
年
号
は
、
あ
る
時
代
に
生
き
た
人
々
が
、
自
ら
の
生
き
て
い
る
時
代
を
年
号
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ
て
自
ら
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「環
境
元
年
」
と
か
「情
報
元
年
」
と
い
う
最
近
の
新
聞
の
見
出
し
は
、
こ
の
伝
統
が
今
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
我
々
が
過
去
を
振
り
返
る
と
き
に
、
当
の
年
号
を
使
っ
て
そ
の
時
代
を
振
り
返
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
を
「名
乗
り
」
と
し
て
の
年
号
と
考
え
る
と
、
後
者
は
ま
さ
に
「名
付
け
」
と
し
て
の
年
号
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
日
本
の
年
号
の
場
合
だ
け
を
見
て
も
、
多
く
は
漢
字
二
字
を
用
い
、
天
、
永
、
文
、
寛
、
元
、
正
、
延
、
嘉
、
長
、
康
な
ど
の
漢
字
を
繰
り
返
し
使
用
し
て
い
る
の
は
、
「
天
下
が
安
寧
で
あ
れ
」
と
い
う
同
時
代
人
の
意
思
を
年
号
に
託
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
改
元
の
理
由
と
し
て
、
天
皇
即
位
、
天
変
地
異
、
疫
病
流
行
、
地
震
、
水
害
、
辛
酉
革
命
、
甲
子
革
命
、
等
々
が
比
較
的
多
い
こ
と
の
中
(
83
)
に
、
「
名
乗
り
」
の
要
素
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
九
九
七
年
七
月
九
日
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
(北
朝
鮮
)
は
、
「主
体
」
と
名
付
け
る
年
号
の
導
入
を
決
定
し
、
金
日
成
の
生
ま
れ
た
年
で
あ
る
一
九
二
一
年
を
「主
体
元
年
」
と
す
る
紀
年
法
を
始
め
た
。
「年
」
に
意
味
あ
る
名
前
を
与
え
る
と
い
う
考
え
は
、
時
代
を
超
え
て
、
東
ア
ジ
ア
の
人
々
の
共
有
す
る
紀
年
意
識
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
[歴
史
的
日
常
と
年
の
認
識
]
歴
史
的
日
常
と
い
う
視
点
か
ら
、
年
号
を
考
え
て
み
よ
う
。
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
大
臣
や
イ
ギ
リ
ス
学
士
院
院
長
を
つ
と
め
た
サ
ミ
エ
ル
・
ピ
ー
プ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
で
資
材
購
入
の
仕
196
日本における紀年認識の比較史的考察
事
を
し
て
い
た
頃
の
一
六
六
二
年
、
取
引
上
の
必
要
か
ら
朝
四
時
に
起
き
、
ロ
ー
ソ
ク
の
明
か
り
の
下
で
九
九
を
覚
え
始
め
た
、
と
日
記
に
記
し
て
(
84
)
い
る
。
現
在
、
加
減
乗
除
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
出
来
る
か
ら
と
言
っ
て
、
一
〇
〇
年
前
・
二
〇
〇
年
前
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
数
を
数
え
る
こ
と
に
(85
)
得
意
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
し
て
み
る
と
、
過
去
の
人
々
の
歴
史
感
覚
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
四
則
計
算
の
能
力
と
い
う
点
か
ら
、
過
去
へ
の
時
間
感
覚
は
、
再
度
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
導
入
以
前
に
お
い
て
は
、
位
取
り
記
数
法
が
出
来
な
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
四
則
計
算
は
決
し
て
容
易
な
技
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
年
号
に
よ
る
紀
年
は
、
二
〇
世
紀
以
前
に
生
き
た
多
く
の
人
々
が
数
に
不
得
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
三
桁
四
桁
の
数
字
を
操
作
す
る
通
年
紀
年
法
よ
り
、
最
大
二
桁
に
し
か
な
ら
な
い
年
号
の
方
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
は
、
長
く
て
数
十
年
に
し
か
な
ら
な
い
即
位
紀
年
も
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
は
干
支
も
同
様
で
、
個
人
の
人
生
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
平
均
寿
命
が
六
〇
歳
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
一
二
年
単
位
で
も
の
が
把
握
で
き
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
か
え
っ
て
使
い
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
、
「
過
去
」
に
か
か
わ
り
を
持
っ
た
近
代
以
前
の
知
識
人
の
、
数
に
関
す
る
知
識
・
能
力
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
か
れ
ら
の
過
去
感
覚
は
、
現
在
の
我
々
が
百
年
・
千
年
或
い
は
そ
れ
以
上
の
単
位
で
歴
史
を
考
え
る
の
と
は
随
分
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
私
に
は
「視
覚
化
さ
れ
た
時
間
と
し
て
の
年
表
」
の
役
割
が
長
い
ス
パ
ソ
の
過
去
を
考
え
る
際
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ト
部
兼
倶
の
『新
撰
三
国
運
数
符
合
図
』
は
全
四
八
頁
に
過
ぎ
な
い
小
書
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
い
る
と
、
千
年
・
二
千
年
と
い
う
時
の
長
さ
を
兼
倶
が
、
何
と
か
理
解
可
能
な
も
の
に
し
た
い
と
し
て
、
年
表
と
い
う
形
に
視
覚
化
し
て
い
た
こ
と
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
気
が
す
る
。
年
の
長
さ
と
い
う
点
で
、
少
し
具
体
的
に
、
年
号
を
見
て
み
よ
う
。
日
本
は
今
ま
で
二
四
九
個
の
年
号
が
あ
る
。
日
本
の
年
号
の
中
で
、
長
い
年
号
は
、
一
世
一
元
制
施
行
以
前
で
は
、
応
永
(三
三
年
九
ヵ
月
、
室
町
時
代
)、
短
い
年
号
は
、
暦
仁
(ニ
ヵ
月
余
り
、
鎌
倉
時
代
)
で
あ
る
。
年
号
の
使
用
期
間
は
、
一
年
未
満
一
〇
個
、
一
-
三
年
八
九
個
、
三
-
五
年
七
一
個
、
五
-
一
〇
年
四
四
個
、
一
〇
1
二
〇
年
二
三
個
、
二
〇
年
以
上
八
個
、
(不
明
一
)
と
い
う
具
合
で
、
国
家
体
制
が
安
定
し
て
い
る
時
期
は
、
使
用
期
間
が
比
較
的
長
く
、
例
え
ぽ
江
戸
時
代
で
は
、
一
元
号
平
均
七
・
四
年
(
86
)
で
あ
る
。
歴
史
的
日
常
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
年
号
は
肯
定
的
な
要
素
も
含
ま
れ
る
が
、
年
号
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
内
包
し
て
き
た
未
来
思
考
の
欠
如
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
特
質
と
し
て
、
我
々
は
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
く
新
聞
で
見
か
け
る
表
現
に
、
平
成
五
〇
年
と
か
、
平
成
一
〇
〇
年
と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
誰
が
考
え
て
も
非
現
実
的
で
あ
る
。
年
号
に
は
、
未
来
思
考
・
将
来
計
画
的
思
考
に
対
す
る
用
意
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
西
暦
二
〇
四
七
年
と
い
う
表
現
に
は
違
和
感
が
伴
わ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
未
来
を
計
画
的
に
考
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え
る
と
い
う
近
代
的
思
考
の
「気
付
か
な
い
前
提
」
と
し
て
、
通
年
的
紀
年
法
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
常
に
複
数
の
異
な
っ
た
紀
年
法
を
使
い
分
け
な
が
ら
生
き
て
き
た
日
本
人
の
紀
年
感
覚
が
、
バ
ラ
ン
ス
に
富
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
紀
年
し
か
持
た
な
い
人
々
は
、
過
去
を
振
り
返
る
と
き
だ
け
、
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
を
様
々
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
歴
史
を
認
識
可
能
な
も
の
に
し
て
き
た
。
こ
の
意
味
で
、
西
暦
と
呼
ぶ
通
年
紀
年
法
と
年
号
と
の
併
用
は
、
我
々
の
二
つ
の
時
間
思
考
を
満
た
し
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
上
に
、
我
々
は
、
干
支
に
代
表
さ
れ
る
円
環
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
時
間
、
つ
ま
り
本
来
自
然
的
な
、
循
環
す
る
時
間
の
流
れ
を
も
、
心
の
(
87
)
中
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
。
[な
ぜ
仏
教
紀
年
は
広
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
]
最
後
に
、
な
ぜ
東
ア
ジ
ア
で
は
、
仏
教
紀
元
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
筆
者
の
そ
も
そ
も
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
で
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
骨
子
は
、
「年
号
と
干
支
の
よ
る
紀
年
法
」
は
、
ω
紀
年
法
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
備
え
て
い
た
こ
と
、
②
政
治
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
な
役
割
を
東
ア
ジ
ア
世
界
で
果
た
し
て
き
た
こ
と
、
し
か
し
㈹
漢
字
を
前
提
に
し
た
紀
年
法
で
あ
っ
た
た
め
、
地
域
的
普
遍
性
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
ω
キ
リ
ス
ト
紀
年
に
替
わ
っ
た
の
は
、
国
際
環
境
の
変
化
に
よ
る
こ
と
、
⑤
キ
リ
ス
ト
紀
元
が
一
九
世
紀
に
は
既
に
普
遍
性
を
獲
得
し
た
紀
年
法
と
し
て
、
非
キ
リ
ス
ト
教
圏
で
も
使
用
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
の
五
項
目
で
あ
る
。
ω
②
の
理
由
に
よ
っ
て
、
「
年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
」
が
既
に
確
立
し
て
い
た
東
ア
ジ
ア
世
界
に
、
仏
教
紀
元
の
は
い
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
結
論
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
一
九
世
紀
以
降
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
根
付
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
通
年
紀
年
法
で
あ
る
仏
教
紀
元
は
東
ア
ジ
ア
に
根
付
か
な
か
っ
た
の
か
。
筆
者
は
、
仏
教
の
宗
教
と
し
て
の
特
質
が
、
東
ア
ジ
ア
で
「年
号
と
干
支
に
よ
る
紀
年
法
」
を
長
い
間
使
わ
せ
た
、
消
極
的
で
は
あ
(
8
)
る
が
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
何
れ
も
啓
示
宗
教
と
呼
ば
れ
、
「
全
知
全
能
の
神
」
を
措
定
し
、
こ
の
神
に
よ
っ
て
世
界
は
「創
造
さ
れ
た
」
の
で
あ
り
、
ま
た
後
者
の
二
つ
の
宗
教
は
、
こ
の
神
の
「啓
示
」
を
受
け
た
使
者
イ
エ
ス
と
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
強
力
な
起
算
年
を
持
つ
こ
と
が
可
能
な
宗
教
で
あ
っ
た
。
仏
教
は
、
こ
の
点
で
、
「啓
示
」
や
「神
」
を
持
た
な
い
宗
教
で
あ
る
。
仏
教
は
、
国
家
を
超
え
た
存
在
(権
力
)
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
君
臨
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
各
国
に
於
て
、
仏
教
は
、
あ
く
ま
で
国
家
が
、
或
は
皇
帝
が
採
用
し
た
宗
教
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
国
家
を
超
え
る
存
在
で
あ
っ
た
の
と
異
な
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
十
字
軍
は
起
こ
り
得
べ
く
も
な
か
っ
た
し
、
「
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱
」
も
起
こ
り
得
べ
く
も
な
か
っ
た
。
仏
教
に
は
、
ロ
ー
マ
法
王
も
い
な
け
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
の
よ
う
な
中
心
198
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も
な
か
っ
た
。
儒
教
・
仏
教
・
道
教
、
そ
れ
に
神
道
は
、
何
れ
も
究
極
の
存
在
者
で
あ
る
「全
知
全
能
の
神
」
を
持
た
な
い
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
啓
示
宗
教
を
持
っ
た
世
界
と
比
べ
て
、
こ
の
様
な
宗
教
を
堅
持
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
宗
教
そ
の
も
の
が
独
特
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
啓
示
宗
教
に
は
世
界
の
始
ま
り
が
あ
る
か
ら
、
論
理
的
必
然
と
し
て
世
界
の
終
わ
り
と
い
う
観
念
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
世
界
創
造
の
年
が
起
算
年
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
年
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
モ
ハ
メ
ッ
ド
が
迫
害
を
受
け
て
メ
ッ
カ
か
ら
メ
ヂ
ナ
に
逃
れ
た
六
二
二
年
七
月
一
六
日
金
曜
日
(
ユ
リ
ウ
ス
暦
に
よ
る
)
と
い
う
、
宗
教
上
枢
要
な
年
が
、
起
算
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
啓
示
宗
教
の
中
で
、
「紀
元
前
」
と
い
う
概
念
の
獲
得
に
よ
っ
て
脱
宗
教
化
を
果
た
し
た
キ
リ
ス
ト
教
紀
年
だ
け
が
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
世
界
各
国
に
共
通
紀
年
と
し
て
、
広
ま
っ
た
の
だ
。
.
そ
し
て
こ
の
紀
年
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
は
紀
元
一
年
を
中
心
と
し
て
左
右
に
の
び
て
ゆ
く
数
直
線
上
に
並
べ
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
、
と
い
う
時
間
の
流
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
人
の
心
に
植
え
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
歴
史
意
識
を
つ
く
り
上
げ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
歴
史
認
識
を
育
く
ん
で
き
た
。
考
え
て
み
れ
ぽ
、
世
界
各
国
が
同
じ
「年
」
を
共
有
す
る
な
ぞ
と
は
、
尋
常
な
こ
と
で
は
な
い
。
世
界
の
各
地
域
・
各
国
家
・
各
民
族
が
独
自
の
紀
年
法
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
「
世
界
共
通
紀
年
」
と
い
う
も
の
の
存
在
の
前
提
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
現
在
、
我
々
が
生
き
て
い
る
年
は
〈
一
九
九
八
〉
だ
と
い
う
数
字
の
効
果
に
対
し
て
、
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
歴
史
感
覚
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
歴
史
感
覚
こ
そ
が
、
自
由
で
多
様
で
豊
か
な
歴
史
意
識
・
歴
史
認
識
の
可
能
性
を
我
々
に
保
証
し
て
く
れ
る
の
だ
。
「年
」
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
順
序
数
を
た
だ
並
べ
る
だ
け
の
単
純
な
行
為
で
は
な
く
、
極
め
て
政
治
的
・
歴
史
的
な
人
間
の
知
的
行
為
で
あ
り
、
何
よ
り
も
、
文
化
的
な
行
為
で
あ
る
。
[共
同
研
究
班
]
歴
史
認
識
と
歴
史
意
識
"
日
本
の
歴
史
研
究
注(
1
)
○
Φ
o
お
Φ
ω
開
蕁
戸
鶤
げ
&
帖ミ
ミ
ミ
ミ
δ
ミ
鳴
§
ミ
警
勲
(
℃
贄
圃ρ
一
㊤
Q。
H
)
も
ロ
・
㊤
亠
尸
ω
O
-
ω
餅
邦
訳
"
弥
永
み
ち
代
・
丸
山
正
義
・
後
平
隆
(訳
)
『
数
字
の
歴
史
』
(平
凡
社
、
一
九
八
八
)
(
2
)
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
仏
教
の
創
設
者
で
あ
る
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
の
死
か
ら
年
を
数
え
る
「
仏
滅
紀
年
」
が
使
わ
れ
て
き
た
。
仏
滅
の
年
に
関
し
て
は
、
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
が
、
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
前
五
四
三
年
を
第
一
年
と
し
て
い
る
。
ビ
ル
マ
で
は
、
仏
教
が
ビ
ル
マ
に
伝
わ
っ
た
六
三
八
年
を
第
一
年
と
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
司
・
閑
.
O
ぎ
N
①
尸
ミ
§
駄
ひ
ミ
壽
§
丶
ミ
轟
、討
鳴
ミ
縞
驚
も。ら
勘
鳴
ミ
ミ
§
駄
↓
馬
ら
壽
ミ
傍
ら
魯
鳴
謡
Ω
闘こ
§
ミ
信
壁
ω
<
皀
ω
`
(一
㊤
O
①
i
一
㊤
=
)
層
く
o
一.
尸
署
・
G。
H
O
-
ぱ
。
・
を
参
照
の
こ
と
。
(3
)
古
代
中
国
の
天
文
学
に
関
し
て
は
、
左
記
の
書
を
参
照
の
こ
と
。
新
城
新
蔵
『東
洋
天
文
学
史
研
究
』
(弘
文
堂
、
一
九
二
九
)
。
藪
内
清
『中
国
の
天
文
暦
法
』
(平
凡
社
、
一
九
六
九
)
。
冒
ω
?
199
b
げ
ツ
剄
Φ
Φ
(
目
ρ
黛Ω
b
F
⑦
ら
凡
鳴
ミ
ら
鳴
織
ミ
駄
∩
硯
e
賊
鳶
N
轟
融
O
ミ
帖
ミ
O
ミ
ミ
ス
〇
四
日
げ
ユ
α
σq
ρ
6
㎝
り
γ
<
o
一・
ω
も
℃
・
H
コ
ム
①
一
・
(
4
)
§
鳴
壽
ミ
寒
曼
ら§
匙
ミ
皆
bu
識
ミ
ミ
§
§
埴
]≦
o
『
8
器
臼
①
(一
㊤
譯
)
墫.<
○
一』
も
・
㊤
8
●
(
5
)
暦
の
会
(編
)
『
暦
の
百
科
事
典
』
(新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
)
の
参
考
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
(
6
)
例
え
ば
、
一
年
を
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
暦
の
問
題
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
六
世
紀
か
ら
一
〇
六
六
年
ま
で
の
間
は
、
一
二
月
二
五
日
、
或
い
は
三
月
二
五
日
が
歳
首
と
し
て
使
用
さ
れ
、
一
〇
六
七
1
=
五
五
年
ま
で
は
、
一
月
一
日
が
歳
首
、
一
一
五
六
-
一
五
八
二
年
ま
で
は
三
月
二
五
日
が
歳
首
で
あ
っ
た
。
(
.、O
腎
8
0
一〇
ひq
鴇
O
ぎ
§
9
碁
寒
曼
ら
N愚
ミ
ミ
鼻
器
≦
巴
.し
㊤
8
)
(
7
)
東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
区
別
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。
同
様
の
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
紀
年
が
成
立
す
る
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
い
え
る
。
(
8
)
西
嶋
定
夫
『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
(東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
)
(
9
)
藤
堂
明
保
『
漢
字
と
そ
の
文
化
圏
』
(東
京
光
生
館
、
一
九
七
九
)
。
西
田
龍
雄
『漢
字
文
明
圏
の
思
考
地
図
』
(P
H
P
研
究
所
、
一
九
八
四
)
。
い
Φ
8
<
p。
づ
◎
9
ヨ
9
ω
o
F
卜
鳴
ミ
ミ
§
ミ
§
§
譜
・筑ミ
蠶
(勺
9
江
ω
}
一
㊤
。
①
γ
(
10
)
国
し
●
Od
一〇
冨
『
ヨ
き
v
O
隷
こ
§
丶§
9
ミ
鳴
工
§
蹄
ミ
ミ
讐
ミ
〕
(
い
o
巳
o
P
『
①
<
●
Φ
α
・
一
㊤
。
O
)
"
薯
.
①
卜。
-
刈
P
U
Φ
身
ω
=
昌
"
ト
ミ
§
ミ
暁。・騎
締
鶤
ぢ
ミ
ー
蓋
§
勲
(い
o
巳
o
P
一
㊤
ミ
)
も
O
●
①
ω
-
。
①
'
(
1
)
翻
訳
は
、
小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫
(訳
)
『
史
記
』
1
(筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
)
一
一
五
頁
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
其
後
三
年
、
有
司
言
、
元
宣
以
天
瑞
命
、
不
宣
以
一
二
数
、
一
元
日
建
元
、
二
元
以
長
星
日
元
光
、
三
元
以
郊
得
一
角
獣
日
元
狩
云
」
『史
記
』
考
武
本
紀
第
十
二
。
(滝
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
に
よ
る
)
(
12
)
『史
記
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
最
初
の
年
号
と
、
実
際
の
名
称
が
な
ぜ
異
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
議
論
が
あ
る
。
趙
翼
『
二
十
二
史
剳
記
』
巻
二
武
帝
年
号
係
元
狩
以
後
追
想
。
藤
田
至
善
「
史
記
漢
書
の
一
考
察
ー
漢
代
年
号
制
定
に
つ
い
て
ー
」
『東
洋
史
研
究
』
一
ー
五
、
一
二
ー
二
五
頁
(
13
)
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
村
攅
次
郎
「
年
号
に
現
れ
た
る
時
代
思
想
」
『
支
那
史
研
究
』
(春
秋
社
、
一
九
三
九
)
を
参
照
の
こ
と
。
(
14
)
張
瑪
『歐
亜
紀
元
合
表
』
(上
海
、
一
九
〇
四
(復
刻
)
大
安
、
一
九
六
八
)
一
七
八
頁
(
15
)
勿
論
例
外
は
あ
る
。
例
え
ば
、
唐
の
則
天
武
后
(在
位
六
九
〇
i
七
〇
五
)
は
、
そ
の
在
位
中
に
一
四
回
の
改
元
を
行
っ
て
い
る
。
張
墳
、
前
掲
書
一
五
八
、
二
七
七
、
二
八
○
頁
(
16
)
和
田
久
徳
『世
界
史
と
時
代
意
識
』
(放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
八
五
)
二
〇
頁
(
17
)
顧
炎
武
『
日
知
録
』
第
二
〇
節
「
古
人
不
以
甲
子
名
歳
」
(
18
)
東
ア
ジ
ア
の
年
号
一
覧
表
は
、
張
瑛
前
掲
書
復
刻
本
に
付
加
さ
れ
た
、
山
根
幸
夫
「
歐
亜
年
号
索
引
」
一
-
二
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。
(
19
)
鈴
木
敬
信
『
暦
と
迷
信
』
(恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
六
九
)
一
二
〇
ー
一
二
七
頁
(
20
)
張
壙
、
前
掲
書
二
三
-
二
四
頁
(
21
)
康
有
為
『
孔
子
改
制
考
』
(
一
八
九
七
〉
(
2
)
和
田
、
前
掲
書
二
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。
(
23
)
筆
者
は
、
英
米
独
仏
各
国
に
滞
在
中
の
数
年
間
に
、
多
く
の
人
に
こ
の
質
問
を
試
み
た
が
、
月
名
や
曜
日
名
の
意
味
を
思
い
出
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
回
答
で
あ
っ
た
。
(
24
)
こ
の
議
論
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
国
α
≦
費
α
自
・
ω
o
げ
既
Φ
び
..0
げ
冒
Φ
ω
Φ
幻
Φ
黄
亭
Z
①
ヨ
Φ
ω
鬢
o
a
ω
o
『
Z
8
ω
①
磊
Φ
ω
旨
鋤
江
Φ
ω
～
.、
ミ
§
ミ
斜
Z
O
■
。
ス
一
⑩
詔
)
も
b
.
ω
ω
ム
ρ
.2
0
㌣
嘗
鋤
昜
一讐
一〇
旨
鋤
昌
伍
「
口
g
鉱
o
昌
巴
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↓
「
穹
巴
讐
一8
1
日
≦
o
ω
凶ぎ
一〇
αq
幽8
一
寓
巴
-
⇔
臼
Φ
ρ
、.
隷
＼
麌
膏
ミ
O
§
§
丶
営
(
H
8
心
)
層
署
・
b。
㎝
一
-
卜。
①
O
・
ζ
鋤
煢
○
髫
「
凶αq
窪
鴇
..芝
冨
け.ω
ぎ
鋤
菊
Φ
蒔
ロ
Z
①
ヨ
Φ
"
日
冨
C
ωΦ
ω
o
{
田
ω
けo
蔓
餌
巳
℃
三
一〇
一〇
ひq
ざ
、.
貯
冒
ミ
§
ミ
9
毎
蟄
§
⑦
ミ
ミ
奚
一
。
亠
(H
㊤
㎝
。
)
n
窓
.
一8
亠
8
・
(
25
)
久
野
昭
『
歴
史
哲
学
叙
説
』
(南
窓
社
、
昭
和
四
一
年
)
九
九
i
二
四
頁
(
26
)
勺
Φ
け
9
じd
二
昆
ρ
、
↓
螽
臼
口
8
曽
巳
国
×
需
亭
①
昌
o
①
"
↓
げ
①
冠
Φ
po
O
h
U
Φ
O
一ぎ
①
マ
9
3
bd
「
二
巳
8
0
ま
9
戸
、
b
龕
§
N謎
"
<
o
一」
8
も
9
ω
(
一
㊤
♂
)
博
暑
・
一ω
刈
亠
切
b。
・
(
27
)
釈
迦
の
入
滅
年
代
に
つ
い
て
は
、
久
保
常
晴
「
金
石
文
に
現
れ
た
る
佛
滅
年
代
」
『立
正
大
学
論
叢
』
第
九
号
歴
史
地
理
編
(
一
九
四
三
)
四
八
1
五
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。
(
28
)
皇
円
『扶
桑
略
記
』
(
一
〇
九
四
り
・1
一
一
〇
七
)
『新
訂
増
補
国
史
大
系
』
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
)
第
一
二
巻
二
九
二
頁
(
29
)
高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
(編
)
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
全
一
〇
〇
巻
(大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
-
三
四
)
(
30
)
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
藤
田
亮
策
「朝
鮮
の
年
号
と
紀
年
」
『朝
鮮
学
論
考
』
三
二
五
-
三
二
七
頁
。
日
本
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
『帝
王
編
年
記
』
が
即
位
紀
年
を
用
い
、
即
位
年
に
仏
滅
紀
年
を
併
記
し
て
い
る
。
『新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
一
二
巻
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
)
。
久
保
常
晴
「金
石
文
に
現
れ
た
る
佛
滅
年
代
」
『立
正
大
学
論
叢
』
第
九
号
歴
史
地
理
編
(
一
九
四
三
)
四
八
-
五
六
頁
(31
)
内
閣
文
庫
所
蔵
所
蔵
番
号
二
三
=
二
四
(
32
)
冨
簿
霊
器
ひq
鋤
P
ミ
ミ
§
8
隷
ミ
靉
ミ
軌§
丶
O
蝕
こ
§
ミ
§
(零
貯
o
Φ
8
p
一
㊤
①
ら
)
三
笠
宮
崇
仁
(訳
)
『
聖
書
年
代
学
』
(岩
波
書
店
、
一
九
六
七
)
=
○
頁
。
即
・
ピ
℃
o
o
一ρ
9
こ
ミ
ら
N8
§
駄
』
謡
ミ
む
(O
×
{o
「
P
一
㊤
N
①
)
も
b
』
O
-
卜。
9
(
3
)
渡
邊
敏
夫
『
暦
の
す
べ
て
』
(雄
山
閣
、
一
九
六
九
)
一
五
〇
頁
(
34
)
例
え
ぽ
、
日
本
で
は
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
一
七
(
八
六
五
)
年
二
月
一
五
日
の
条
で
、
こ
の
三
元
甲
子
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
北
静
廬
は
『梅
園
日
記
』
(
一
八
四
五
)
の
中
で
、
こ
の
『
三
代
実
録
』
の
記
述
の
考
証
を
行
っ
て
い
る
。
『
日
本
随
筆
集
成
』
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
)
第
三
期
第
一
二
巻
一
四
七
-
一
四
九
頁
(
35
)
和
田
久
徳
『
世
界
史
と
時
代
意
識
』
四
〇
1
四
一
頁
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
特
に
こ
の
考
え
が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
(
36
)
張
壙
、
前
掲
書
一
九
八
-
二
〇
三
頁
(
37
)
朝
鮮
に
お
け
る
紀
年
法
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
朝
鮮
は
一
二
回
し
か
独
自
の
年
号
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
三
国
史
記
」
「
高
麗
史
」
「李
朝
実
録
」
と
い
っ
た
歴
史
書
は
、
国
王
の
即
位
紀
年
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
は
年
号
に
対
し
て
あ
ま
り
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
和
田
久
徳
、
前
掲
書
二
八
1
三
五
頁
(
38
)
幻
8
巴
延
℃
・
日
o
び
ざ
..0
8
け
Φ
ω
二
轟
9
Φ
0
Φ
昌
q
Φ
"
H
昌
8
「
口
僧
二
〇
昌
巴
ω
〇
二
「
O
Φ
ω
O
{
智
B
器
ω
①
Z
①
凱
o
墨
=
山
穹
け
圃§
、.
§
鳴
§
鷺
下
§
§
謡
ミ
ミ
籔
o
建
沁
ミ
臘
ミ
層く
o
一●
<
戸
ぎ
●
ρ
一
り
○。
伊
O
℃
●
恕
国
ω
①
ω
・
及
び
的
ミ
融
§
駄
b
骨
丶阜
§
縞
曼
傍
黥
丶翰
ミ
Q
魯
ミ
ミ
匙
§
、
ト
の
ミ
賊§
ミ
恥
b
ミ
災
愚
ミ
§
㌧
9
ミ
鳴
§
沁
鼕
ミ
匙
穿
瀞
ミ
冨
(℃
『
ぎ
o
Φ
8
p
一り
。
心
γ
℃
づ
.
㊤
O
-
零
.
速
水
融
・
永
積
洋
子
・
川
勝
平
太
(訳
)
『近
世
日
本
の
国
家
形
成
と
外
交
』
(創
文
社
、
一
九
九
〇
)
七
九
ー
八
五
頁
(
39
)
冒
ω0
9
Z
Φ
Φ
伍
冨
ヨ
前
掲
書
三
九
〇
1
四
九
八
頁
(
40
)
藪
内
清
『
歴
史
は
い
つ
始
ま
っ
た
か
』
(中
央
公
論
社
、
一
九
八
○
)
六
一
-
七
一
頁
(
41
)
○
菊
.
0
冨
澪
罫
き
ミ
き
8
袖
9
b
勸
§
鴇
(一U
O
づ
α
O
旨
矧
一
り
刈
o◎
)
"
薯
.
一
-
一
一
●
201
(
42
)
↓
o
げ
ざ
⑦
ミ
討
匙
§
駄
b
愚
む
§
織
亀
℃
b
b
・
㊤
㌣
り
ト。
●
(
43
)
キ
リ
ス
ト
紀
年
は
、
一
六
世
紀
中
頃
に
初
め
て
東
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紀
年
法
は
、
東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
問
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ー
ベ
ル
ト
・
チ
ー
ス
リ
ク
は
、
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ソ
の
手
紙
に
記
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
紀
年
を
三
例
紹
介
し
て
い
る
。
「
元
和
三
年
に
お
け
る
奥
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
『
キ
リ
シ
タ
ソ
研
究
』
第
六
号
(
一
九
六
こ
八
三
-
一
二
〇
頁
(
4
)
所
功
『年
号
の
歴
史
』
(雄
山
閣
、
一
九
八
八
)
二
↓
八
-
二
四
七
頁
(
45
)
中
央
人
民
政
府
法
制
委
員
会
(編
)
『中
央
人
民
政
府
法
令
彙
編
一
九
四
九
-
一
九
五
〇
』
(北
京
、
一
九
五
二
)
一
五
頁
(
46
)
前
川
貞
次
郎
『
歴
史
を
考
え
る
』
(
、・
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
八
)
一
六
-
二
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。
尚
、
本
書
で
は
、
「
紀
元
前
」
と
い
う
概
念
は
、
一
四
七
四
年
に
ケ
ル
ソ
の
修
道
士
忙
よ
っ
て
初
め
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
、
》
・
閑
δ
目
讐
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ベ
ダ
は
八
世
紀
前
半
に
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
以
前
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
て
い
る
。
(
47
)
bd
巴
ρ
昏
Φ
<
①
器
蠢
匡
ρ
募
殊◎
註
蟄
鳴
緊
ミ
8
ミ
職
ミ
晦
§
駐
》
謡
ミ
o
ミ
§
」
昌
9
Φ
い
o
①
び
Ω
霧
ω
8
巴
ご
ぴ
蕁
蔓
(
一㊤
㎝
ら
γ
<
o
一'
ど
b
・
卜。
悼
」
<
o
一・
卜。
}
P
ω
譯
●
(
48
)
ス
カ
リ
ゲ
ル
に
関
し
て
は
、
〉
コ
9
0
昌
く
Ω
「
緯
8
P
丶
象
愚
隷
⑦
§
N尉
ミ
、
工
⑦
ミ
魯
§
ミ
鳴
ミ
⑭
ざ
建
旦
ら
ミ
芻
普
ミ
象
ぎ
ミ
お
譜
慧
(○
臥
o
a
鴇
一
Φ
。
ω
)
を
参
照
。
(
49
)
冨
8
器
ω
亠
W
伽
巳
ひq
澪
野
ω
ω
⊆
Φ
計
窯
題
ミ
誌
§
N、ミ
恥
ミ
筑ミ
ミ
ミ
ミ
δ
魁
N鳴
[
一
①
○。
一
]
(℃
霞
す
一
㊤
①
①
γ
℃
5
ミ
"
づ
・
①
ω
'
(
50
)
∪
Φ
ロ
《
ω
=
①
ざ
郎
§
ミ
ミ
傍
融
締
彝
ミ
註
犠
蕊
(】U
O
昌
α
○
口
℃
一
㊤
刈
¶
)
卩
卜。
刈
.
(
51
)
前
川
、
前
掲
書
一
六
-
二
一
頁
(
52
)
紀
伝
体
の
構
成
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
、
飴
孫
『史
目
表
』
(
一
八
〇
六
)
に
詳
し
い
。
(
53
)
増
井
経
夫
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
歴
史
家
』
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
)
三
五
-
四
五
頁
(
54
)
.
箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
(区
切
ら
れ
た
時
間
)
は
、
じd
o
×
Φ
α
二
目
Φ
或
い
は
O
o
ヨ
O
蝉
辞
白
①
畧
巴
-
冒
Φ
α
鉱
目
①
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
「箱
詰
め
さ
れ
た
時
間
」
は
、
用
語
の
上
で
は
、
時
間
は
基
本
的
に
連
続
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
「前
提
」
に
則
っ
た
表
現
で
あ
る
。
詳
細
は
、
以
下
の
二
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
O
・
Od
●
<
き
匙
Φ
『
ω
嘆
①
艮
巴
.δ
ξ
o
昌
o
一〇
ひq
ざ
U
矯
5
鋤
ω
江
o
い
①
αq
三
ヨ
9
0
ざ
o
昌
α
0
匡
昌
①
ωΦ
=
δ
8
ユ
o
ひq
蠢
O
び
《
"、.
(⊆
昌
冒
二
び
・"
一
㊤
㎝
①
)
書
、、O
び
『
o
コ
o
αq
螽
〇
三
Φ
Φ
け
三
ω
8
『
一〇
αQ
螽
〇
三
①
〇
三
昌
o
一ω
①
ω
矯..
貯
しu
き
N皆
ミ
ミ
ミ
§
、、§
⑭
職
ミ
殊
ぎ
ミ
8
鴨
ミ
魯
。・
魯
ミ
9
恕
の
鴇
↓
o
ヨ
Φ
×
一く
"
(℃
鋤
ユ
ω
し
Φ
①
O
)
導
b
℃
・
お
『
1
蔭
母
●
(
5
)
ゆ
Φ
コ
Φ
α
Φ
洋
0
0
『
o
o
ρ
題
N8
ミ
貸
8
§
鳴
題
暗
ミ
ミ
§
N智
魯
帖ミ
妹P
H<
㌦
.日
Φ
o
「
貯
Φ
ω
8
『
壁
α
Φ
目
⇔
ω
8
ユ
o
ひq
蕁
甑
暁
、
(ゆ
爰
廿
お
く
●
ω8
0
旨
9
Φ
α
●
お
O
O
γ
O
P
㊤
○。
あ
㊤
・
(
56
)
歴
史
的
コ
ー
ス
・
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
形
而
上
学
的
解
釈
は
、
石
田
一
郎
(編
)
『時
代
区
分
の
思
想
』
(ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
)
を
参
照
。
(
57
)
鬢
.
類
.
亳
巴
ω互
卜
§
ミ
牒こ
駄
ミ
識
o
§
ミ
き
§
の
魯
書
ミ
鼕
ミ
遷
(】U
O
昌
山
O
昌
》
一
㊤
α
一
)
、
特
に
第
六
-
七
章
の
思
弁
的
歴
史
哲
学
を
参
照
。
(
58
)
川
口
謙
二
・
池
田
政
弘
『
元
号
事
典
』
(東
京
美
術
、
一
九
七
七
)
九
七
-
一
〇
三
、
一
〇
八
-
一
一
五
頁
(
59
)
ゲ
ー
テ
.
(著
)
・
菊
池
栄
一
(訳
)
『色
彩
論
』
(岩
波
文
庫
、
一
九
五
二
)
・三
五
八
i
三
八
一
頁
(60
)
9
急
ミ
寒
N画簿
b
蹄
職
◎
§
亀
羮
"
<
o
一.
悼
(
一㊤
。
ω
㍉
9
」
㊤
ざ
)
℃
P
譴
刈
.
(61
)
<
o
一け
巴
「
ρ
雰
吻
ミ
鬟
丶
隷
。・
§
§
へδ
篤
、
202
日本における紀年認識の比較史的考察
N、軸愚
ミ
§
の
謡
ミ
皆
蕊
(一
誤
①
)
.
(62
)
こ
こ
で
の
歴
史
認
識
論
的
ト
ピ
ッ
ク
は
、
一
〇
年
以
上
前
の
ジ
ョ
セ
ブ
・
ニ
ー
ダ
ム
と
の
議
論
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
は
、
も
と
も
と
英
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
i
ダ
ム
は
、
四
年
前
、
そ
の
草
稿
で
筆
者
が
提
示
し
た
「
東
ア
ジ
ア
で
は
年
表
に
よ
っ
て
過
去
を
時
系
列
的
に
認
識
し
て
い
た
」
と
い
う
考
え
に
賛
意
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
の
意
と
し
た
い
。
二
ー
ダ
ム
の
時
間
論
に
関
し
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
旨
o
ω
Φ
9
Z
Φ
Φ
α
冨
日
一
、.目
ヨ
Φ
讐
α
囚
き
乱
巴
σq
Φ
冒
O
ぼ
蠧
鋤
昌
山
昏
o
芝
Φ
ω戸
、"
ヨ
旨
写
鋤
N
Φ
「
(Φ
α
)
℃
§
鳴
§
帖ら
禽
9
§
§
鴨
(>
H
口
げ
Φ
『
ω
戸
一
㊤
①
①
)
O
O
・
O
N
ー
一
ω
q
・
ジ
ョ
セ
ブ
・
ニ
ー
ダ
ム
(著
)
・
橋
本
敬
造
(訳
)
『文
明
の
滴
定
』
(法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
四
)
二
五
一
-
三
二
六
頁
(
63
)
翻
訳
は
、
小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫
(訳
)
『史
記
』
1
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
)
一
九
八
頁
に
よ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
儒
者
断
其
義
、
馳
説
者
騁
其
辞
、
不
務
綜
其
終
始
、
歴
人
取
其
年
月
、
数
家
隆
於
神
運
、
譜
諜
獨
記
世
諡
、
其
辞
略
、
欲
一
観
諸
要
難
。
於
是
譜
十
二
諸
侯
、
自
共
和
訖
孔
子
、
表
見
春
秋
国
語
学
者
者
所
譏
盛
衰
大
指
、
著
于
篇
、
為
成
学
治
古
文
者
要
刪
焉
」
(引
用
は
、
滝
川
亀
太
郎
『史
記
会
注
考
証
』
に
よ
る
)
(64
)
奥
野
彦
六
『
日
本
歴
史
年
表
史
』
(雄
山
閣
、
一
九
七
二
)
五
三
七
-
五
五
三
頁
(65
)
こ
れ
は
、
平
成
六
-
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
「
時
間
の
視
覚
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
歴
史
年
表
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(6
)
冷
き
勾
§
o
ぎ
O
壽
遷
§
丶ミ
認
ミ
ミ
S
ミ
ー
§
§
ミ
ミ
劬
簿
こ
謹
丶鴣
ミ
⑭
S
凡ミ
、皆
§
ミ
§
ミ
亀
職
§
ミ
ミ
鴨ミ
§
鳴§
O
勘
誌
職
(Z
⊆
お
旨
び
臼
αq
鳩
一
望
㎝
)
・
↓
冨
o
α
o
毎
ω
じd
凶び
一一鋤
&
Φ
お
隷
§
o
ミ
§
ら
§
ミ
ミ
§
ミ
§
§
§
Q
ミ
黛
織
ミ
職
§
賢
§
骨
鴇
婁
ミ
ミ
尉
§
的
§
ミ
ミ
§
b
、
§
ミ
§
心
ミ
§
§
味凡ミ
(しu
四
ω
=
①
p。
ρ
一
♂
。
)
・
(
67
)
】)
○
蠧
一α
戸
囚
Φ
=
①
ざ
き
ミ
§
§
味篤§
⑦
駄
§
§
§
輹
。
ミ
ミ
§
丶
9
ぎ
ミ
お
譜
3
(
Z
Φ
≦
く
o
艮
ロ
ミ
O
)
鴇
O
Φ
o
お
Φ
=
弓
O
①
芦
§
鳴
ミ
§
旦
壽
忌
ミ
艱
無
o
ミ
ス
C
旨
穹
P
H
り
ざ
)
●
(
68
)
翻
訳
は
増
井
経
夫
(訳
)
『
史
通
』
(平
凡
社
、
一
九
六
六
)
二
七
頁
に
よ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
「當
春
秋
戦
国
之
時
、
天
下
無
主
、
群
雄
錯
峙
、
各
自
年
世
。
若
申
之
於
表
以
統
其
時
、
則
諸
国
分
年
、
一
時
盡
見
」
(
69
)
鄭
樵
は
「
会
通
」
と
い
う
概
念
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
百
川
異
趨
、
必
ず
海
に
会
し
、
然
る
後
九
州
に
浸
淫
の
患
無
く
、
万
国
途
を
殊
に
す
る
も
、
必
ず
諸
夏
に
通
じ
、
然
る
後
八
荒
に
壅
滞
の
憂
無
し
。
会
通
の
義
、
大
な
ら
ん
哉
。
」
原
文
は
次
の
通
り
「
百
川
異
趨
、
必
会
于
海
、
然
後
九
州
無
浸
淫
之
患
、
萬
国
殊
途
、
必
通
諸
夏
、
然
後
八
荒
無
壅
滞
之
憂
、
會
通
之
義
、
大
矣
哉
」
。
彼
の
伝
え
ん
と
す
る
「会
通
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
時
空
に
お
け
る
連
続
性
の
強
調
に
他
な
ら
な
い
。
(
70
)
東
ア
ジ
ア
で
は
、
一
五
二
七
の
年
号
が
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
。
張
瑪
『
歐
亜
紀
元
合
表
』
(大
安
、
一
九
六
八
)
の
復
刻
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
山
根
幸
夫
(編
)
「
歐
亜
年
号
索
引
」
に
よ
る
。
一
-
二
〇
頁
参
照
。
(
71
)
奥
野
彦
六
、
前
掲
書
三
八
九
ー
三
九
四
頁
(
72
)
詳
細
は
、
窰
霞
けぎ
Ud
o
9
戸
ζ
鋤
ω
錯
二
匹
ω
鋤
8
俸
零
9
費
巳
≦
鋤
夢
Φ
≦
ω
"
、.O
鋤
ωΦ
ω
ε
島
Φ
ω
o
{
霞
ω
8
煢
↓
8
0
三
お
言
一
p。
冨
器
ω
Φ
冒
三
〇
「
田
ぴQけ
ω
9
0
0
♂
鋤
民
国
昌
ひq
嵩
ω
げ
O
o
ヨ
崗
Φ
冨
亭
ω
貯
Φ
ω
①
8
&
鋤
亳
Qっ
9
0
9
ρ
..
O
o
§
織
蚕
く
o
一・
卜。
α
Z
O
.
ω
(
一
8
①
)
O
づ
・
卜。
お
-
。
O
H
・
(
73
)
林
隆
夫
『
イ
ン
ド
の
数
学
』
(中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
)
二
八
-
四
三
頁
(
74
)
憲
鳴
摯
◎
§
丶
9
S
ミ
肆
駐
凝
b
ミ
帖§
-
匙
羮
(
75
)
鼕
貯
ミ
ミ
ミ
の
§
隷
ミ
§
味
ミ
蕁
恥
卜
無
こ
-
203
謡
o
§
魯
ミ
郎
丶ミ
織
ミ
§
(↓
げ
Φ
2
鋤
二
口
o
巴
》
一ヨ
甲
づ
鋤
o
O
窪
8
9
ω
●
Z
蝉
く
巴
O
び
ω
9
<
讐
o
曙
"
一
㊤
露
)
の
一
二
・
一
四
の
震
ω
8
ユ
O
巴
国
螽
ω
鋤
巳
0
畔
8
0
δ
ひq
《
を
参
照
の
こ
と
。
(76
)
国
立
天
文
台
(編
)
『理
科
年
表
』
(丸
善
、
一
九
九
三
)
八
一
頁
(7
)
一
月
一
日
を
年
の
始
め
と
す
る
こ
と
は
、
天
文
学
的
に
も
、
気
象
学
的
に
も
、
宗
教
上
か
ら
も
意
味
が
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
[渡
邊
敏
夫
『暦
の
す
べ
て
』
(
雄
山
閣
、
一
九
八
○
)
一
一
五
頁
]
。
世
界
の
多
く
の
国
で
は
、
月
は
名
前
を
付
け
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
月
に
は
意
味
あ
る
名
前
が
つ
け
て
あ
っ
た
の
に
、
現
在
で
は
数
字
で
呼
ん
で
い
る
。
歳
首
の
第
一
の
月
を
一
月
と
呼
ぶ
の
は
、
決
し
て
普
遍
的
で
は
な
い
。
月
の
呼
称
に
単
な
る
数
字
だ
け
で
は
な
く
、
意
味
あ
る
名
称
を
与
え
る
と
い
う
人
間
の
行
為
は
、
興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
。
(
78
)
復
活
祭
は
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
日
で
、
春
分
を
す
ぎ
た
後
に
く
る
最
初
の
満
月
の
後
の
日
曜
日
と
決
め
ら
れ
、
三
月
二
二
日
か
ら
四
月
二
五
日
ま
で
の
間
の
日
を
移
動
す
る
。
こ
れ
は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。
次
に
一
年
の
始
ま
り
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
立
春
正
月
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
二
月
二
五
日
、
三
月
二
五
日
、
春
分
・
秋
分
、
復
活
祭
で
あ
っ
た
。
ピ
ザ
ン
チ
ソ
暦
は
九
月
一
四
日
だ
し
、
ユ
ダ
ヤ
暦
は
九
月
一
五
日
の
日
没
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
暦
は
五
月
三
〇
日
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
一
月
一
日
以
外
の
日
を
一
年
の
初
め
と
す
る
暦
の
方
が
こ
れ
ま
で
多
か
っ
た
。
(
79
)
搴
鳴
肉
ミ
疉
ミ
愚
◎
ミ
ミ
しロ
ミ
ミ
ミ
ら
勸
(
一
㊤
①
切
)
<
o
ピ
9
P
鳶
。
.
(
80
)
ラ
テ
ン
語
原
文
は
次
の
通
り
。
.、ρ
三
昌
8
α
Φ
o
一日
o
臼
Φ
一
⊆
昌
芦
o
ロ
昌
○
お
㈹
三
昌
o
ω
q
凶
9
0
一ヨ
o
ω
8
口
日
o
・、ζ
.
ρ
缶
o
拝
ミ
槍
§
匙
Ω
擾
§
ω
Φ
o
o
口
山
Φ
臼
ぼ
o
ロ
(○
鋤
ヨ
σ
ユ
α
ひQ
Φ
C
三
く
臼
匹
蔓
℃
「
①
ω
ρ
H
㊤
り
b。
)
"
P
ミ
b。
'
実
は
、
こ
の
時
の
イ
ギ
リ
ス
王
ジ
ョ
ン
は
、
五
月
二
八
日
に
即
位
し
た
の
で
、
こ
の
即
位
第
一
七
年
目
は
、
数
週
間
前
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
も
あ
る
。
詳
細
は
、
O
●
園
.
O
・
U
①
≦
ρ
碁
§
亀
Ω
望
貫
国
o
≦
ω
Φ
α
①
9
ぼ
o
昌
(bd
居
三
。・
げ
=
げ
轟
曙
し
㊤
。
㊤
)
を
参
照
の
こ
と
。
(
81
)
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
現
在
で
も
公
式
文
書
に
は
西
暦
と
同
時
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
即
位
紀
年
が
記
さ
れ
て
い
る
。
五
年
前
、
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ジ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
客
員
フ
ェ
ロ
ー
を
し
て
い
た
時
、
カ
レ
ッ
ジ
の
新
学
長
の
任
命
書
を
シ
ニ
ア
ー
・
コ
ソ
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
ル
ー
ム
で
見
て
初
め
て
知
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
同
僚
も
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
。
(82
)
年
号
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
幕
府
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
形
式
的
に
は
、
紀
年
の
制
定
・
改
暦
は
、
事
実
上
の
政
治
の
実
権
を
無
く
し
た
後
で
も
、
天
皇
の
専
決
事
項
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
以
後
の
武
家
政
権
の
時
代
(
=
九
二
ー
一
八
六
八
)
に
は
、
政
治
の
実
権
は
将
軍
職
に
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
、
将
軍
が
日
本
国
王
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
、
年
号
を
建
て
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
朝
廷
は
超
越
的
な
存
在
で
あ
り
、
実
際
に
は
幕
府
か
ら
の
伝
送
に
よ
っ
て
朝
廷
が
年
号
を
建
て
た
に
せ
よ
、
各
幕
府
は
朝
廷
の
建
て
る
年
号
を
尊
重
し
た
。
(
83
)
川
口
謙
二
・
池
田
政
弘
、
前
掲
書
九
七
-
一
〇
三
、
一
〇
八
ー
一
一
五
頁
(
84
)
臼
田
昭
『
ピ
ー
プ
ス
氏
の
秘
め
ら
れ
た
日
記
』
(岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
)
五
一
頁
(
85
)
大
矢
真
一
・
片
野
善
一
郎
『
数
字
と
数
学
記
号
の
歴
史
』
(裳
華
房
、
一
九
七
八
)
六
七
頁
(
86
)
川
口
謙
二
・
池
田
政
弘
、
前
掲
書
九
七
i
一
〇
三
、
一
〇
八
-
一
一
五
頁
(
87
)
国
●
即
い
$
o
戸
肉
Q
ミ
§
ミ
鑓
エ
§
ミ
鳶
象
霪
(
H
、O
昌
α
O
口
鴇
H
Φ
①
一
)
青
木
保
・
井
上
兼
行
(訳
)
『人
類
学
再
考
』
二
〇
七
ー
二
三
一
頁
(
8
)
黒
田
寿
郎
『
イ
ス
ラ
ム
の
心
』
(中
央
公
論
社
、
一
九
八
○
)
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
。
204
